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広島大学学章

 緑の色地は更生する清新な生命

を代表し，中央の学章はフェニッ

クスの葉を図案化したものである。

 これは，エジプト神話に出てく

る霊長フェニックスが，500 年生

きるとその巣に火をつけ，自分の

身を焼き灰の中から新たな生命を

もって蘇えるといわれる不死鳥で

あることになぞらえ，原子爆弾で

廃墟となった広島市に新たに生ま

れた本学を象徴した。

 

広
島

大
学

の
理

念
 

 
 
 
 
 
 
 
○

平
和

を
希

求
す

る
精

神
 

 
 
 
 
 
 
 
○

新
た

な
る

知
の

創
造

 

 
 
 
 
 
 
 
○

豊
か

な
人

間
性

を
培

う
教

育
 

 
 
 
 
 
 
 
○

地
域

社
会

・
国

際
社

会
と

の
共

存
 

 
 
 
 
 
 
 
○

絶
え

ざ
る

自
己

変
革

 

  歯
学

部
の

理
念

と
目

標
 

 
 

１
）
理

念
 

 
 

 
 

１
．

高
度

な
医

療
技

術
と

学
識

，
豊

か
な
人

間
性

を
備

え
た

歯
科

医
療

人
の

育
成

 
 

 
 

 
２
．

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
歯

科
医

学
分
野

の
教

育
者

・
研

究
者

の
養

成
 

 
 

 
 

３
．

地
域

医
療

と
歯

科
医

学
分

野
へ

の
貢

献
 

  
 

２
）
目

標
 

 
 

 
 

１
．

幅
広

い
教

養
と

豊
か

な
人

間
性

，
協

調
性

を
備

え
，

国
際

化
・

情
報

化
に

迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
能

力
を

持
っ

た
社

会
人

を
養

成
す

る
。

 
 

 
 

 
２

．
高

度
の

医
療

技
術

と
隣

接
医

学
を

含
む

生
命

科
学

に
つ

い
て

の
総

合
的

知
識

を
有

す
る

歯
科

医
療

人
を

養
成

す
る

。
 

 
 

 
 

３
．

将
来

，
歯

科
医

学
の

教
育

・
研

究
分

野
に

お
い

て
指

導
的

立
場

に
立

ち
，

国

際
的

に
も

活
躍

で
き

る
人

材
と

し
て

大
成

す
る

た
め

の
必

要
な

素
養

を
培

わ
せ

る
。

 

○

 

広

 

島

 

大

 

学

 

歌 

 

  

１

 

光 あ り 

     

遠 き 山 な み

 

輝 き て 

      

新 た な る 日 は

 

ひ ら け た り 

       

あ あ

 
わ れ ら 

        

は て な き 空 に
 

か た ち な す 

         

真 を ぞ

 
き は め ん 望 み な り 

 

２

 

流 あ り 

     

古 き 歴 史 は

 

七 筋 に 

      

わ か れ て と は に

 

伝 へ た り 

       

あ あ

 

わ れ ら 

        

移 ら う 時 に

 

か は ら ざ る 

         

善 き を こ そ

 

努 め ん 集 ひ な り 

  

 

３

 

緑 あ り 

     

つ よ き 不 死 の 樹

 

広 ご り て 

      

葉 末 は 風 に

 

そ よ ぎ た り 

       

あ あ

 

わ れ ら 

        

明 る き 道 に

 

影 し る す 

         

美 し き も の

 

求 め ん 願 ひ な り 



《
 

学
生

便
覧

に
つ

い
て

 
》

 

 １
．

こ
の

「
学

生
便

覧
」

は
，

歯
学

部
の

令
和

２
年

度
入

学
生

を
対

象
と

し
て

お
り

，
大

学
・

学
部

の
諸

規
則

，
教

育
課

程
，
履

修
要

領
及

び
修

学
上

の
諸

注
意

等
を

記
載

し
た

も
の

で
す

。
 

２
．「

Ⅰ
教

務
・

学
生

生
活

関
係

」
で

は
，
学

生
生

活
に

お
け

る
注

意
事

項
等

が
記

載
し

て
あ

り

ま
す

。
 

３
．「

Ⅱ
教

育
課

程
」
で

は
，
前

半
部

に
歯

学
部

の
教

育
課

程
の

履
修

基
準

表
（

教
養

教
育

及
び

専
門

教
育

）
等

を
掲

載
し

，
後

半
部

に
全

学
部

に
共

通
し

た
教

養
教

育
に

関
す

る
内

容
が

記

載
し

て
あ

り
ま

す
。

 

４
．
「

Ⅲ
諸

規
則

」
で

は
，

学
部

生
に

必
要

な
歯

学
部

の
規

則
等

を
記

載
し

て
あ

り
ま

す
。

 

５
．

卒
業

す
る

ま
で

，
こ

の
『

学
生

便
覧

』
に

従
っ

て
履

修
等

を
行

い
ま

す
の

で
，

紛
失

し
な

い
よ

う
大

切
に

扱
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

６
．
こ

の
『

学
生

便
覧

』
と
『

も
み

じ
（

広
島

大
学

学
生

情
報

シ
ス

テ
ム

）
』
で

閲
覧

で
き

る
各

授
業

科
目

の
授

業
内

容
等

を
記

載
し

た
『

講
義

概
要
（

シ
ラ

バ
ス

）
』
を

活
用

し
て

，
遺

漏
な

く
各

自
の

履
修

計
画

を
た

て
て

く
だ

さ
い

。
 

  

 
注

 
意

 
事

 
項

 
 

 大
学

か
ら

学
生

の
み

な
さ

ん
へ

の
伝

達
事

項
は

，「
も

み
じ

」
電

子
掲

示
板

に
よ

り
行

い
ま

す

の
で

，
１

日
１

度
は

必
ず

「
も

み
じ

」
電

子
掲

示
板

を
確

認
す

る
よ

う
心

掛
け

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
，

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
，

各
学

部
の

掲
示

板
に

も
掲

示
さ

れ
ま

す
。

ま
た

，
重

要
な

事
項

に
つ

き
ま

し
て

も
同

様
に

掲
示

し
ま

す
。「

も
み

じ
」
及

び
掲

示
を

確
認

し

な
か

っ
た

た
め

に
思

い
も

か
け

な
い

不
利

益
を

被
る

場
合

が
あ

る
の

で
，
注

意
し

て
く

だ
さ

い
。
 

１
．

履
修

登
録

期
間

の
掲

示
 

２
．

新
入

生
（

４
月

入
学

）
・

編
入

生
に

対
す

る
掲

示
 

３
．
「

も
み

じ
」

が
正

常
に

稼
働

し
な

い
場

合
の

連
絡

 

広
島

大
学

学
期

区
分

 

前
 

 
 

 
期

 

期
 

 
 

 
間

 
区

分
 

４
月

１
日

 
～

 
４

月
７

日
 

春
季

休
業

 

４
月

８
日

 
～

 
８

月
1
0
日

 
授

業
 

８
月

1
1
日

 
～

 
９

月
3
0
日

 
夏

季
休

業
 

後
 

 
 

 
期

 

1
0
月

１
日

 
～

 
1
2
月

2
5
日

 
授

業
 

1
1
月

５
日

 
創

立
記

念
日

 

1
2
月

2
6
日

 
～

 
１

月
５

日
 

冬
季

休
業

 

１
月

６
日

 
～

 
２

月
８

日
 

授
業

 

２
月

９
日

 
～

 
３

月
3
1
日

 
学

年
末

休
業

 

   

授
 
業

 
時

 
間

 

時
 

限
 

時
 

 
 

 
 

刻
 

１
 

８
：

4
5
 

～
 

９
：

3
0
 

２
 

９
：

3
0
 

～
 

1
0
：

1
5
 

３
 

1
0
：

3
0
 

～
 

1
1
：

1
5
 

４
 

1
1
：

1
5
 

～
 

1
2
：

0
0
 

５
 

1
2
：

5
0
 

～
 

1
3
：

3
5
 

６
 

1
3
：

3
5
 

～
 

1
4
：

2
0
 

７
 

1
4
：

3
5
 

～
 

1
5
：

2
0
 

８
 

1
5
：

2
0
 

～
 

1
6
：

0
5
 

９
 

1
6
：

2
0
 

～
 

1
7
：

0
5
 

1
0
 

1
7
：

0
5
 

～
 

1
7
：

5
0
 

 



目
 
 
 
次

 
・

広
島

大
学

の
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念
 

 
 

・
歯

学
部

の
理

念
と

目
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・
広

島
大

学
歌

 

 
・

学
生

便
覧

に
つ

い
て

 
 

・
注

意
事

項
 

・
広

島
大

学
学

期
区

分
 

 
・

授
業

時
間

 

 

Ⅰ
 

教
務

・
学

生
生

活
関

係
 

 
 

１
 

諸
手

続
等

に
つ

い
て

 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
  

1 

 
 

２
 

相
談

窓
口

及
び

緊
急

時
の

連
絡

先
等

に
つ

い
て

 
･
･･

･
･･
･
･
･
･･
･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

 
 3
 

 
 

３
 

学
生

生
活

注
意

事
項

 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
  

3 

 
 

４
 

国
家

試
験

に
つ

い
て

 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
  

6 

 

Ⅱ
 

教
 
育

 
課

 
程

 

 
 

１
 

教
育

科
目

履
修

基
準

に
つ

い
て

 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
 ･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
  

9 

 
 

 
・

教
養

教
育

科
目

履
修

基
準

表
（

歯
学

部
教

育
課

程
表

（
別

表
第

１
））

 
･
･
･･
･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
 1

4 

 
 

 
・

専
門

教
育

科
目

履
修

基
準

表
（

歯
学

部
教

育
課

程
表

（
別

表
第

２
））

 
･
･
･･
･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
 1

7 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
歯

学
科

に
お

け
る

既
修

得
単

位
等

の
認

定
の

取
扱

い
 ･
･
･･
･
･･
･･
･
･
･･
･
･ 
2
4 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
口

腔
健

康
科

学
科

に
お

け
る

既
修

得
単

位
等

の
認

定
の

取
扱

い
 ･
･
･
･･

･
･ 

2
5 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
歯

学
科

教
育

課
程

の
履

修
方

法
に

つ
い

て
 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 2
6 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
口

腔
健

康
科

学
科

教
育

課
程

の
履

修
方

法
に

つ
い

て
 
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･ 
2
7 

 
 

 
・

外
国

の
研

修
機

関
に

お
け

る
語

学
研

修
の

単
位

認
定

に
関

す
る

内
規

 ･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 3
0 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
に

基
づ

く
追

試
験

，
再

試
験

及
び

特
別

試
験

の
取

扱
い

 
･･
･
･
･
･･
･
･ 
3
1 

 
 

 
・

学
生

の
課

外
活

動
に

関
わ

る
授

業
及

び
試

験
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 3
2 

 
 

 
・

学
会

等
に

学
部

学
生

が
出

席
す

る
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 3
3 

 
 

 
・

歯
学

部
講

義
室

等
の

使
用

に
つ

い
て

 ･
･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･
･
･･
･
･
･
･ 

3
4 

 
 

 
・

歯
学

部
期

末
試

験
実

施
要

項
 ･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
 3
6 

 
 

 
・

放
送

大
学

と
の

単
位

互
換

に
つ

い
て

（
申

合
せ

）
 ･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

 
37
 

 
 

 
・

歯
学

部
生

の
東

千
田

キ
ャ

ン
パ

ス
開

設
授

業
科

目
の

受
講

に
つ

い
て

 ･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 3
8 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
学

位
授

与
の

判
定

基
準

及
び

卒
業

論
文

の
評

価
基

準
 
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･ 
3
9 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

C
B
T
に

関
す

る
申

合
せ

 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･

･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 4

0 

 
 

 
・

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

O
S
CE

に
関

す
る

申
合

せ
 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
 
41
 

 
 

 
・

講
座

配
属

制
の

マ
ッ

チ
ン

グ
方

法
と

学
生

発
表

会
に

つ
い

て
 
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
･･
･
･･
･
･
･
･･
･
 4
2 

 
 

 
・

成
績

評
価

に
対

す
る

異
議

申
立

制
度

に
つ

い
て

 
･
･･

･
･･
･
･
･
･･
･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

 
43
 

  

 
Ⅲ

 
諸

規
則

 

 
 

１
 

広
島

大
学

規
則

集
 
･･

･
･･

･
･･
･
･
･
･･

･
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Ⅰ　教務・学生生活関係



１
 

諸
手

続
等

に
つ

い
て

 

（
１
）

諸
願
・
届
の
手
続
き
に
つ
い
て

①
休
学
願

病
気

そ
の
他

の
理

由
に
よ

り
３

か
月
以

上
修

学
で
き

な
い

者
で
，

休
学

す
る

場
合

は
，

休
学

願
を

提
出
し

て
学

部
長

の
許

可
を

受
け
な

け
れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。
願

い
出

に
際
し

て
は

，
そ
の

日
付

を
さ
か

の
ぼ

り
処
理

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん
の

で
，

授
業
料

等
の

関
係
も

考
慮

し
，
早

め
に

願
い
出

て
く

だ
さ
い

。
１

か
月
前

に
は
休
学
願
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
，
病
気
等
の
理
由
に
よ
る
場
合
は
，
必
ず
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
欠
席
届

病
気

そ
の

他
の

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
，

教
養

教
育

の
授

業
を

２
週

間
以

上
（

※
）

欠
席

す
る

（
し

た
）
場
合
は
，「

欠
席
届

」
に
欠
席
理
由
を
客
観
的
に
証
明
す
る
書
類
（
診
断
書
等
）
を
添
え
て
，
所
属
学
部

の
学
生
支
援
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
欠
席
届
の
内
容
に
基
づ
き
，
授
業
担
当
教
員
あ
て
，

欠
席
す
る
（
し
た
）
旨
の
通
知
が
行
わ
れ
ま
す
。（

必
ず
し
も
欠
席
に
対
す
る
配
慮
が
行
わ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）。

 

※
「
欠
席
届
」
は
，
も
み
じ
 
広
島
大
学
 
学
生
情
報
の
森
 
M
O
M
I
J
I
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
欠

席
期

間
が

２
週

間
未

満
の

場
合

は
，

欠
席

届
の

提
出

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。
各

自
で

授
業

担
当

教
員

に

欠
席
す
る
（
し
た
）
旨
を
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

③
復
学
願

休
学

期
間

内
に

休
学

の
必
要

が
な

く
な
っ

て
出

席
す
る

場
合

は
，
復

学
願

を
提
出

し
て

学
部
長

の
許

可
を

受
け

て
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

休
学
理

由
が

解
消
さ

れ
た

こ
と
を

示
す

証
明
書

（
病

院
の
場

合
は

医
師

の

診
断
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

④
退
学
願

退
学

す
る

場
合

は
，

退
学
願

を
提

出
し
て

学
長

の
許
可

を
受

け
な
け

れ
ば

な
り
ま

せ
ん

。
こ
の

場
合

，
授

業
料
そ
の
他
支
払
う
べ
き
金
額
が
完
納
さ
れ
て
い
な
い
と
退
学
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

⑤
そ
の
他

改
姓

等
が

生
じ

た
場

合
は
，

届
け

出
を
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。
詳
し

く
は

，
学
生

支
援

室
に
問

合
せ

て
く

だ
さ
い
。
 

（
２
）
各
種
証
明
審
の
交
付
に
つ
い
て

卒
業

証
明

書
，

単
位

取
得
見

込
証

明
書
，

単
位

取
得
証

明
書

を
必
要

と
す

る
場
合

は
，

交
付
願

に
よ

り
学

生

支
援
室
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

在
学

証
明

書
，

卒
業

見
込
証

明
書

，
学
業

成
績

証
明
書

，
学

割
証
及

び
健

康
診
断

書
（

定
期
健

康
診

断
受

診

者
の
み
）
に
つ
い
て
は
，
証
明
書
自
動
発
行
機
（
各
学
部
に
設
置
）
に
よ
り
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
身
体
に
障
害
の
あ
る
学
生
の
履
修
に
つ
い
て

身
体
に
障
害
の
あ
る
学
生
は
，
広
島
大
学
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
履
修
の
仕
方
に
つ
い
て
相
談
し

－
1
－



て
く
だ
さ
い
。
 

（
４
）
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
試
験
等
に
お
け
る
特
別
措
置
に
つ
い
て
 

 
規
則
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身
体
等
に
障
害
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あ
る
学
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に
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す
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試
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お
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措
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つ
い
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（
申
合
せ
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参
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上
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学
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。
 

 
 

－
2
－

１
 

諸
手

続
等

に
つ

い
て

 

（
１
）

諸
願
・
届
の
手
続
き
に
つ
い
て

①
休
学
願

病
気

そ
の
他

の
理

由
に
よ

り
３

か
月
以

上
修

学
で
き

な
い

者
で
，

休
学

す
る

場
合

は
，

休
学

願
を

提
出
し

て
学

部
長

の
許

可
を

受
け
な

け
れ

ば
な
り

ま
せ

ん
。
願

い
出

に
際
し

て
は

，
そ
の

日
付

を
さ
か

の
ぼ

り
処
理

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん
の

で
，

授
業
料

等
の

関
係
も

考
慮

し
，
早

め
に

願
い
出

て
く

だ
さ
い

。
１

か
月
前

に
は
休
学
願
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
，
病
気
等
の
理
由
に
よ
る
場
合
は
，
必
ず
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
欠
席
届

病
気

そ
の

他
の

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
，

教
養

教
育

の
授

業
を

２
週

間
以

上
（

※
）

欠
席

す
る

（
し

た
）
場
合
は
，「

欠
席
届

」
に
欠
席
理
由
を
客
観
的
に
証
明
す
る
書
類
（
診
断
書
等
）
を
添
え
て
，
所
属
学
部

の
学
生
支
援
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
欠
席
届
の
内
容
に
基
づ
き
，
授
業
担
当
教
員
あ
て
，

欠
席
す
る
（
し
た
）
旨
の
通
知
が
行
わ
れ
ま
す
。（

必
ず
し
も
欠
席
に
対
す
る
配
慮
が
行
わ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
）。

 

※
「
欠
席
届
」
は
，
も
み
じ
 
広
島
大
学
 
学
生
情
報
の
森
 
M
O
M
I
J
I
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
欠

席
期

間
が

２
週

間
未

満
の

場
合

は
，

欠
席

届
の

提
出

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。
各

自
で

授
業

担
当

教
員

に

欠
席
す
る
（
し
た
）
旨
を
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

③
復
学
願

休
学

期
間

内
に

休
学

の
必
要

が
な

く
な
っ

て
出

席
す
る

場
合

は
，
復

学
願

を
提
出

し
て

学
部
長

の
許

可
を

受
け

て
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

休
学
理

由
が

解
消
さ

れ
た

こ
と
を

示
す

証
明
書

（
病

院
の
場

合
は

医
師

の

診
断
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

④
退
学
願

退
学

す
る

場
合

は
，

退
学
願

を
提

出
し
て

学
長

の
許
可

を
受

け
な
け

れ
ば

な
り
ま

せ
ん

。
こ
の

場
合

，
授

業
料
そ
の
他
支
払
う
べ
き
金
額
が
完
納
さ
れ
て
い
な
い
と
退
学
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

⑤
そ
の
他

改
姓

等
が

生
じ

た
場

合
は
，

届
け

出
を
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。
詳
し

く
は

，
学
生

支
援

室
に
問

合
せ

て
く

だ
さ
い
。
 

（
２
）
各
種
証
明
審
の
交
付
に
つ
い
て

卒
業

証
明

書
，

単
位

取
得
見

込
証

明
書
，

単
位

取
得
証

明
書

を
必
要

と
す

る
場
合

は
，

交
付
願

に
よ

り
学

生

支
援
室
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

在
学

証
明

書
，

卒
業

見
込
証

明
書

，
学
業

成
績

証
明
書

，
学

割
証
及

び
健

康
診
断

書
（

定
期
健

康
診

断
受

診

者
の
み
）
に
つ
い
て
は
，
証
明
書
自
動
発
行
機
（
各
学
部
に
設
置
）
に
よ
り
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
身
体
に
障
害
の
あ
る
学
生
の
履
修
に
つ
い
て

身
体
に
障
害
の
あ
る
学
生
は
，
広
島
大
学
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
履
修
の
仕
方
に
つ
い
て
相
談
し

－
1
－



⑦
授

業
（
講

義
・

実
習

）
に

関
わ

る
ト

ラ
ブ

ル
・

相
談

事
等

の
対

応
に

つ
い

て
 

 
本

学
部
の

授
業

（
講

義
・

実
習

）
に

お
い

て
，

授
業

担
当

教
員

と
学

生
と

の
間

で
，

何
ら

か
の

ト
ラ

ブ
ル

や
相

談
事

等
（

以
下
ト

ラ
プ

ル
等

と
い

い
ま

す
）

が
あ

っ
た

場
合

は
，

授
業

担
当

教
員

及
び

チ
ュ

ー
タ

ー
等

に
相

談
し

て
く

だ
さ

い
。

ト
ラ
ブ

ル
等

の
内

容
に

よ
っ

て
は

，
直

接
，

学
生

支
援

室
へ

相
談

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

 

学
生

支
援
室

は
，

副
学

部
長

や
歯

学
部

長
室

会
議

と
協

議
の

上
，

対
応

策
を

学
生

に
指

示
・

連
絡

し
ま

す
。

詳
細

は

下
図

を
参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

－
5
－

じ
使

用
中
の

施
設

内
に

出
入

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

（
5
）

学
長

へ
の

願
い

出
，

届
け

出
に

つ
い

て
は

，
広

島
大

学
学

生
生

活
に

関
す

る
規

則
に

よ
る

こ
と

と
し

ま
す

。
 

（
6
）

霞
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
の

自
動

車
通

学
は

，
原

則
と

し
て

通
学

距
離

の
遠

近
に

か
か

わ
ら

ず
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
 

④
各

ク
ラ
ス

役
員

 

自
治

会
役
員

を
除

き
，

各
ク

ラ
ス

に
て

選
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
役

員
は

次
の

と
お

り
で

す
。

 

 
 

学
生
代

表
，

副
代

表
，

試
験

委
員

，
ア

ル
バ

ム
委

員
等
 

⑤
オ

フ
ィ
ス

ア
ワ

一
に

つ
い

て
 

 
 

講
師
以

上
の

教
員

は
，

在
室

す
る

部
屋

の
ド

ア
に

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

一
の

時
間

を
表

示
し

て
お

り
，

基
本

的
に

は
在
 

 
室

し
て
い

ま
す

。
授

業
の

内
容

な
ど

で
聞

き
た

い
こ

と
が

あ
れ

ば
，

積
極

的
に

利
用

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ⑥
父

母
等
が

死
亡

し
た

場
合

の
連

絡
に

つ
い

て
 

 
大

学
在
籍

中
に

，
父

母
，

配
偶

者
又

は
子

が
死

亡
し

た
場

合
は

，
学

部
長

名
の

弔
電

を
発

信
す

る
た

め
次

に
掲

げ
る

場
所

に
連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
，

別
表

の
届

出
を

学
生

支
援

室
（

歯
学

部
担

当
）

へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

1 
月
曜
日
～
金
曜
日
（
8:
30
〜
17
:1
5）

 

 
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
電
話
 
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
6
1
4
 

2 
月
曜
日
～
金
曜
日
（
17
:1
5〜

 8
:3
0）

 

広
島
大
学
医
学
部
管
理
室
電
話
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
0
9
1
 

3
 

土
曜
日
，
日
曜
日
及
び
祝
日
（
1
2
月

2
9
日
～
 

1
月

3
日
を
含
む
）
 

 
 

 
広
島

大
学
医
学
部
管
理
室
電
話
（
08
2）

25
7−
50
91
 

-
-
-
-
-
-
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-
-
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-
-
-
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-
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-
-
-
-
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○
広
島
大
学
歯
学
部
に
在
籍
す
る
学
生
の
父
母
，
配
偶
者
又
は
子
が
死
亡
し
た
場
合
の
届
出
 
（
別
表
）
 

平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

学
生

番
号

 
 

ふ
り

が
な

 

学
生

氏
名

 
 

学
生
の
連
絡
先
 

（
携
帯
電
話
等
）
 

 

ふ
り

が
な

 

死
亡

者
氏

名
 

 

(
続
柄
 
 
 
 
)
(
年
齢
 
 
 
歳
)
 

死
亡

 

日
時

 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
(
 
 
)
 
 
 
時
 
 
 
分
 

原
因

 
  

葬
儀

 

日
時

 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
(
 
 
)
 
 
 
時
 
 
 
分
 

場
所

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
℡
 

 

ふ
り

が
な

 

喪
主

(
続

柄
)
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 

備
考

 
 

－
4
－

２
 

相
談

窓
口

及
び

緊
急

時
の

連
絡

先
等

に
つ

い
て

 

履
修

方
法
や

学
生

生
活

に
お

い
て

，
不

明
な

こ
と

が
あ

る
場

合
は

，
チ

ュ
ー

タ
ー

（
指

導
教

員
）

へ
気

軽
に

相
談

又

は
電

話
を
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 
ま

た
．
何

ら
か

の
事

件
や

事
故

に
ま

き
こ

ま
れ
た

場
合
は

，
警

察
（

1
1
0
番
）
や

救
急

車
（
1
1
9
番

）
へ

通
報

す
る

と

と
も

に
，
必

ず
，

チ
ュ

ー
タ

ー
（

指
導

教
員

）
へ

届
け

出
て

く
だ

さ
い

。
 

 連
絡
先
：
〒
73
4−
85
53
 広

島
市
南
区
霞

1
丁
目

2-
3 

広
島

大
学
 

霞
地

区
運

営
支

援
部

学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

（
歯

学
部

担
当

）
 

電
話
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
6
1
4
 
 

 
※
夜
間
，
休
日
等
の
緊
急
時
（
08
2）

25
7−
57
09
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 以
下
に
，
自
分
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
氏
名
と
連
絡
先
を
記
入
し
て
，
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

チ
ュ
ー
タ
ー
（
指
導
教
員
）
氏
名
 

連
絡
先
 

 
 

 

（
T
E
L
）
 

 

３
 

学
生

生
活

注
意

事
項

 

①
学

生
ロ

ッ
カ

ー
ル

ー
ム

の
使

用
に

つ
い

て
 

学
生

ロ
ッ
カ

ー
ル

ー
ム

使
用

の
際

に
は

，
次

の
各

項
を

守
っ

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

1
）

ロ
ッ
カ

ー
及

び
周

辺
に

つ
い

て
，

常
に

清
潔

整
頓

に
心

が
け

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

2
）

最
後
に

帰
る

者
は

必
ず

火
元

に
注

意
し

，
消

灯
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

3
）

貴
重
品

の
管

理
は

，
十

分
に

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
 

ア
ル
バ

イ
ト

に
つ

い
て
 

ア
ル

バ
イ
ト

を
行

う
場

合
，

次
の

事
項

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
（

1
）

常
に
学

生
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

，
学

生
ら

し
く

な
い

行
動

は
巌

に
謹

し
ん

で
く

だ
さ

い
。
 

 
（

2
）

深
夜
作

業
並

び
に

危
険

を
と

も
な

う
ア

ル
バ

イ
ト

は
避

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
（

3
）

ア
ル
バ

イ
ト

の
時

間
は

最
小

限
度

に
と

ど
め

，
極

力
学

習
の

時
間

を
つ

く
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 

③
 

諸
手
続

に
つ

い
て
 

 
（

1
）

学
生

証
を

紛
失

し
た

と
き

は
，

学
生

証
再

交
付

願
を

学
生

支
援

室
に

て
受

け
取

り
，

必
要

事
項

を
記

入
の

上
，

提
出

し
て
く

だ
さ

い
。

再
交

付
は

有
料

と
な

り
ま

す
。
 

（
2
）
学

生
情
報

登
録

シ
ー

ト
は

，
第

１
，
２
学

年
始

め
に

学
生

支
援

室
（
歯
学

部
担

当
）
に
提

出
し

，
連
絡
先

等
変

更
が

あ
っ
た

場
合

は
，

そ
の

都
度

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
3
）
毎

年
４
～

５
月

に
定

期
健

康
診

断
を

行
い

ま
す

。
定

期
健

康
診

断
を

受
け

ら
れ

な
い

場
合

は
，
検
査

施
行

日
ま

で
に

学
生
支

援
室

に
届

け
出

て
そ

の
指

示
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

 

（
4
）
学

部
内
施

設
を

使
用

す
る

た
め

に
学

部
長

の
許

可
を

受
け

る
と

き
は

，
学

部
内

施
設

使
用

願
を

３
日

前
ま

で
に

学
生

支
援
室

に
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

，
学

部
内

施
設

の
管

理
又

は
警

備
の

任
に

あ
る

係
員

が
，

必
要

に
応

－
3
－



⑦
授

業
（
講

義
・

実
習

）
に

関
わ

る
ト

ラ
ブ

ル
・

相
談

事
等

の
対

応
に

つ
い

て
 

 
本

学
部
の

授
業

（
講

義
・

実
習

）
に

お
い

て
，

授
業

担
当

教
員

と
学

生
と

の
間

で
，

何
ら

か
の

ト
ラ

ブ
ル

や
相

談
事

等
（

以
下
ト

ラ
プ

ル
等

と
い

い
ま

す
）

が
あ

っ
た

場
合

は
，

授
業

担
当

教
員

及
び

チ
ュ

ー
タ

ー
等

に
相

談
し

て
く

だ
さ

い
。

ト
ラ
ブ

ル
等

の
内

容
に

よ
っ

て
は

，
直

接
，

学
生

支
援

室
へ

相
談

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

 

学
生

支
援
室

は
，

副
学

部
長

や
歯

学
部

長
室

会
議

と
協

議
の

上
，

対
応

策
を

学
生

に
指

示
・

連
絡

し
ま

す
。

詳
細

は

下
図

を
参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

－
5
－

じ
使

用
中
の

施
設

内
に

出
入

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

（
5
）

学
長

へ
の

願
い

出
，

届
け

出
に

つ
い

て
は

，
広

島
大

学
学

生
生

活
に

関
す

る
規

則
に

よ
る

こ
と

と
し

ま
す

。
 

（
6
）

霞
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
の

自
動

車
通

学
は

，
原

則
と

し
て

通
学

距
離

の
遠

近
に

か
か

わ
ら

ず
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
 

④
各

ク
ラ
ス

役
員

 

自
治

会
役
員

を
除

き
，

各
ク

ラ
ス

に
て

選
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
役

員
は

次
の

と
お

り
で

す
。

 

 
 

学
生
代

表
，

副
代

表
，

試
験

委
員

，
ア

ル
バ

ム
委

員
等
 

⑤
オ

フ
ィ
ス

ア
ワ

一
に

つ
い

て
 

 
 

講
師
以

上
の

教
員

は
，

在
室

す
る

部
屋

の
ド

ア
に

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

一
の

時
間

を
表

示
し

て
お

り
，

基
本

的
に

は
在
 

 
室

し
て
い

ま
す

。
授

業
の

内
容

な
ど

で
聞

き
た

い
こ

と
が

あ
れ

ば
，

積
極

的
に

利
用

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ⑥
父

母
等
が

死
亡

し
た

場
合

の
連

絡
に

つ
い

て
 

 
大

学
在
籍

中
に

，
父

母
，

配
偶

者
又

は
子

が
死

亡
し

た
場

合
は

，
学

部
長

名
の

弔
電

を
発

信
す

る
た

め
次

に
掲

げ
る

場
所

に
連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
，

別
表

の
届

出
を

学
生

支
援

室
（

歯
学

部
担

当
）

へ
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

1 
月
曜
日
～
金
曜
日
（
8:
30
〜
17
:1
5）

 

 
霞
地
区
運
営
支
援
部
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
電
話
 
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
6
1
4
 

2 
月
曜
日
～
金
曜
日
（
17
:1
5〜

 8
:3
0）

 

広
島
大
学
医
学
部
管
理
室
電
話
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
0
9
1
 

3
 

土
曜
日
，
日
曜
日
及
び
祝
日
（
1
2
月

2
9
日
～
 

1
月

3
日
を
含
む
）
 

 
 

 
広
島

大
学
医
学
部
管
理
室
電
話
（
08
2）

25
7−
50
91
 

-
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-
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○
広
島
大
学
歯
学
部
に
在
籍
す
る
学
生
の
父
母
，
配
偶
者
又
は
子
が
死
亡
し
た
場
合
の
届
出
 
（
別
表
）
 

平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

学
生

番
号

 
 

ふ
り

が
な

 

学
生

氏
名

 
 

学
生
の
連
絡
先
 

（
携
帯
電
話
等
）
 

 

ふ
り

が
な

 

死
亡

者
氏

名
 

 

(
続
柄
 
 
 
 
)
(
年
齢
 
 
 
歳
)
 

死
亡

 

日
時

 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
(
 
 
)
 
 
 
時
 
 
 
分
 

原
因

 
  

葬
儀

 

日
時

 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
(
 
 
)
 
 
 
時
 
 
 
分
 

場
所

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
℡
 

 

ふ
り

が
な

 

喪
主

(
続

柄
)
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
 
 
 
 
 
 
)
 
 
 

備
考

 
 

－
4
－

２
 

相
談

窓
口

及
び

緊
急

時
の

連
絡

先
等

に
つ

い
て

 

履
修

方
法
や

学
生

生
活

に
お

い
て

，
不

明
な

こ
と

が
あ

る
場

合
は

，
チ

ュ
ー

タ
ー

（
指

導
教

員
）

へ
気

軽
に

相
談

又

は
電

話
を
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 
ま

た
．
何

ら
か

の
事

件
や

事
故

に
ま

き
こ

ま
れ
た

場
合
は

，
警

察
（

1
1
0
番
）
や

救
急

車
（
1
1
9
番

）
へ

通
報

す
る

と

と
も

に
，
必

ず
，

チ
ュ

ー
タ

ー
（

指
導

教
員

）
へ

届
け

出
て

く
だ

さ
い

。
 

 連
絡
先
：
〒
73
4−
85
53
 広

島
市
南
区
霞

1
丁
目

2-
3 

広
島

大
学
 

霞
地

区
運

営
支

援
部

学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

（
歯

学
部

担
当

）
 

電
話
（
0
8
2
）
2
5
7
−
5
6
1
4
 
 

 
※
夜
間
，
休
日
等
の
緊
急
時
（
08
2）

25
7−
57
09
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 以
下
に
，
自
分
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
氏
名
と
連
絡
先
を
記
入
し
て
，
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

チ
ュ
ー
タ
ー
（
指
導
教
員
）
氏
名
 

連
絡
先
 

 
 

 

（
T
E
L
）
 

 

３
 

学
生

生
活

注
意

事
項

 

①
学

生
ロ

ッ
カ

ー
ル

ー
ム

の
使

用
に

つ
い

て
 

学
生

ロ
ッ
カ

ー
ル

ー
ム

使
用

の
際

に
は

，
次

の
各

項
を

守
っ

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

1
）

ロ
ッ
カ

ー
及

び
周

辺
に

つ
い

て
，

常
に

清
潔

整
頓

に
心

が
け

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

2
）

最
後
に

帰
る

者
は

必
ず

火
元

に
注

意
し

，
消

灯
し

て
く

だ
さ

い
。
 

 
（

3
）

貴
重
品

の
管

理
は

，
十

分
に

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
 

ア
ル
バ

イ
ト

に
つ

い
て
 

ア
ル

バ
イ
ト

を
行

う
場

合
，

次
の

事
項

に
留

意
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
（

1
）

常
に
学

生
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

，
学

生
ら

し
く

な
い

行
動

は
巌

に
謹

し
ん

で
く

だ
さ

い
。
 

 
（

2
）

深
夜
作

業
並

び
に

危
険

を
と

も
な

う
ア

ル
バ

イ
ト

は
避

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
（

3
）

ア
ル
バ

イ
ト

の
時

間
は

最
小

限
度

に
と

ど
め

，
極

力
学

習
の

時
間

を
つ

く
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 

③
 

諸
手
続

に
つ

い
て
 

 
（

1
）

学
生

証
を

紛
失

し
た

と
き

は
，

学
生

証
再

交
付

願
を

学
生

支
援

室
に

て
受

け
取

り
，

必
要

事
項

を
記

入
の

上
，

提
出

し
て
く

だ
さ

い
。

再
交

付
は

有
料

と
な

り
ま

す
。
 

（
2
）
学

生
情
報

登
録

シ
ー

ト
は

，
第

１
，
２
学

年
始

め
に

学
生

支
援

室
（
歯
学

部
担

当
）
に
提

出
し

，
連
絡
先

等
変

更
が

あ
っ
た

場
合

は
，

そ
の

都
度

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
3
）
毎

年
４
～

５
月

に
定

期
健

康
診

断
を

行
い

ま
す

。
定

期
健

康
診

断
を

受
け

ら
れ

な
い

場
合

は
，
検
査

施
行

日
ま

で
に

学
生
支

援
室

に
届

け
出

て
そ

の
指

示
を

受
け

て
く

だ
さ

い
。

 

（
4
）
学

部
内
施

設
を

使
用

す
る

た
め

に
学

部
長

の
許

可
を

受
け

る
と

き
は

，
学

部
内

施
設

使
用

願
を

３
日

前
ま

で
に

学
生

支
援
室

に
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

，
学

部
内

施
設

の
管

理
又

は
警

備
の

任
に

あ
る

係
員

が
，

必
要

に
応

－
3
－

４
 
国

家
試

験
に

つ
い

て
 

１
 
歯

科
医
師

法
（

抄
）
 

（
総
則
）
 

第
1
条
 
歯
科

医
師
は
，
歯
科
医
療
及
び
保
健
指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
寄
与
し
，
も
っ
て
国
 

民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
免
許
）
 

第
2
条
 
歯
科

医
師
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
，
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
，
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
 

第
4
条
 
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
，
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

1
 
心
身
の
障
害
に
よ
り
歯
科
医
師
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 

2
 
麻
薬
，
大
麻
又
は
あ
へ
ん
の
中
毒
者
 

3
 
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
 

4
 
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
，
医
事
に
関
し
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
の
あ
っ
た
者
 

（
試
験
）
 

第
9
条
 
歯
科

医
師
国
家
試
験
は
，
臨
床
上
必
要
な
歯
科
医
学
及
び
口
く
う
衛
生
に
関
し
て
，
歯
科
医
師
と
し
て
具
有
す
べ
き
知
識

及
び
技
能
に
つ
い
て
，
こ
れ
を
行
う
。
 

第
1
1
条
 
歯
科

医
師
国
家
試
験
は
，
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
，
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

1
 
学
校
教
育
法
（
昭
和

2
2
年
法

律
第

2
6
号
）
に

基
づ
く
大
学
（
第

1
6
条
の

2
第

1
項
に
お
い
て
単
に
「
大
学
」
と
い
う
。
）
に
 
 
 

お
い
て
，
歯
学
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
 

2
～
3
 
（
省
略
）
 

 

２
 
歯

科
医
師

法
施

行
規
則

（
抄
）

 

（
免
許
）
 

第
1
条
 
歯
科

医
師
法
（
昭
和

2
3
年
法
律
第

2
0
2
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

4
条
第

1
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
，

視
覚
，
聴
覚
，
音
声
機
能
若
し
く
は
言
語
機
能
又
は
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
歯
科
医
師
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て

必
要
な
認
知
，
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。
 

第
1
条
の

2
 
厚

生
労
働
大
臣
は
，
歯
科
医
師
免
許
の
申
請
を
行
っ
た
者
が
前
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い

て
，
当
該
者
に
免
許
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
き
は
，
当
該
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る
障
害
を
補
う
手
段
又
は
当
該
者

が
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
障
害
が
補
わ
れ
，
又
は
障
害
の
程
度
が
軽
減
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
試
験
）
 

第
1
2
条
 
国
家

試
験
又
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
予
備
試
験
（
以
下
予
備
試
験
と
い
う
。
）
を
施
行
す
る
場
所
及
び
期
日
並
び
に
受
験

願
書
の
提
出
期
限
は
，
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
告
示
す
る
。
 

第
1
3
条
 
国
家

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
受
験
願
書
（
第

3
号
書
式
）
に
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
厚
生
労
働
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

1
 
法
第

1
1
条

第
1
号
に
該
当

す
る
者
で
あ
る
と
き
は
，
卒
業
証
明
書
 

 
2
～
3
 
（
省
略
）
 

4
 
写
真
（
手
札
形
台
紙
付
と
し
，
出
願
前

6
箇

月
以
内
に
脱
帽
正
面
で
撮
影
し
た
も
の
で
，
そ
の
裏
面
に
（
シ
）
の
記
号
，
撮
影

年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
）
 

－
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第
1
6
条
 
国
家

試
験
の
受
験
を
出
願
す
る
者
は
，
手
数
料
と
し
て

1
8
,
9
0
0
円
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
（
省
略
）
 

第
1
7
条
 
国
家

試
験
又
は
予
備
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
，
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。
 

第
1
8
条
 
合
格

証
書
を
破
り
，
よ
ご
し
又
は
失
っ
た
者
ば
合
格
証
明
誓
の
交
付
を
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2
 
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
合
格
証
明
書
の
交
付
を
出
願
す
る
者
は
，
手
数
料
と
し
て

2
,
9
5
0
円

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

※
歯
科
医
師
法
施
行
規
則
第

1
3
条
中
，
「
受
験
願
書
（
第

3
号
書

式
）
」
は
省
略
 

 ３
 
歯

科
衛
生

士
法

（
抄
）
 

（
総
則
）
 

第
1
条
 
こ
の

法
律
は
，
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
定
め
，
も
っ
て
歯
科
疾
患
の
予
防
及
び
口
く
う
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
 

（
歯
科
衛
生
士
の
定
義
と
業
務
）
 

第
2
条
 
こ
の

法
律
に
お
い
て
「
歯
科
衛
生
士
」
と
は
，
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
，
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
な
す
こ
と

の
で
き
る
医
師
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
直
接
の
指
導
の
下
に
，
歯
牙
及
び
口
腔
の
疾
患
の
予
防
処
置
と
し
て
次
に
掲
げ
る
行
為

を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
を
い
う
。
 

 
1
 
歯
牙
露
出
面
及
び
正
常
な
歯
茎
の
遊
離
縁
下
の
付
着
物
及
び
沈
着
物
を
機
械
的
操
作
に
よ
っ
て
除
去
す
る
こ
と
。
 

2
 
歯
牙
及
び
口
腔
に
対
し
て
薬
物
を
塗
布
す
る
こ
と
。
 

2
 
歯
科
衛
生
士
は
，
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和

2
3
年
法

律
第

2
0
3
号
）
第

3
1
条
第

1
項

及
び
第

3
2
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら

 

ず
，
歯
科
診
療
の
補
助
を
な
す
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

3
 
歯
科
衛
生
士
は
，
前

2
項
に

規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
，
歯
科
衛
生
士
の
名
称
を
用
い
て
，
歯
科
保
健
指
導
を
な
す
こ
と
を
業
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
附
則
 
第

2
条

に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
男
子
に
つ
い
て
は
，
こ
の
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。
）
 

（
免
許
）
 

第
3
条
 
歯
科

衛
生
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
，
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
，
厚
生
労
働
大
臣

の
歯
科
衛
生
士
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
欠
格
事
由
）
 

第
4
条
 
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
，
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

 
1
 
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
 

 
2
 
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
，
歯
科
衛
生
士
の
業
務
（
歯
科
診
療
の
補
助
の
業
務
及
び
歯
科
衛
生
士
の
名
称
を
用
い
て
 

な
す
歯
科
保
健
指
導
の
業
務
を
含
む
。
次
号
，
第

6
条
第

3
項

及
び
第

8
条
第

1
項
に
お
い
て
「
業
務
」
と
い
う
。
）
に
関
し
犯
罪

又
は
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
者
 

3
 
心
身
の
障
害
に
よ
り
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 

 
4
 
麻
薬
，
あ
へ
ん
又
は
大
麻
の
中
毒
者
 

（
試
験
）
 

第
1
0
条
 
試
験

は
歯
科
衛
生
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
，
こ
れ
を
行
う
。
 

第
1
1
条
 
試
験

は
，
厚
生
労
働
大
臣
が
，
毎
年
少
な
く
と
も

1
回
こ
れ
を
行
う
。
 

 4
 
歯

科
技
工

土
去

（
抄
）
 

（
こ
の
法
律
の
目
的
）
 

－
7
－

第
1
条
 
こ
の

法
律
は
，
歯
科
技
工
士
の
資
格
を
定
め
る
と
と
も
に
，
歯
科
技
工
の
業
務
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
規
律
し
，

も
つ
て
歯
科
医
療
の
普
及
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
用
語
の
定
義
）
 

第
2
条
 
こ
の

法
律
に
お
い
て
，「

歯
科
技
工
」
と
は
，
特
定
人
に
対
す
る
歯
科
医
療
の
用
に
供
す
る
補
て
つ
物
，
充
て
ん
物
又
は
矯

正
装
置
を
作
成
し
，
修
理
し
，
又
は
加
工
す
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
，
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
師
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
診
療
中
の
患
者
の
た
め
に
自
ら
行
う
行
為
を
除
く
。
 

2
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
，
「
歯
科
技
工
士
」
と
は
，
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
，
歯
科
技
工
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。
 

（
免
許
）
 

第
3
条
 
歯
科

技
工
士
の
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
は
，
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者
に
対
し
て
与
え
る
。
 

（
欠
格
事
由
）
 

第
4
条
 
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
，
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
1
 
歯
科
医
療
又
は
歯
科
技
工
の
業
務
に
関
す
る
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
者
 

 
2
 
心
身
の
障
害
に
よ
り
歯
科
技
工
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 

3
 
麻
薬
，
あ
へ
ん
又
は
大
麻
の
中
毒
者
 

（
試
験
の
目
的
）
 

第
1
1
条
 
試
験

は
，
歯
科
技
工
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
行
う
。
 

 

－
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第
1
条
 
こ
の

法
律
は
，
歯
科
技
工
士
の
資
格
を
定
め
る
と
と
も
に
，
歯
科
技
工
の
業
務
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
規
律
し
，

も
つ
て
歯
科
医
療
の
普
及
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
用
語
の
定
義
）
 

第
2
条
 
こ
の

法
律
に
お
い
て
，「

歯
科
技
工
」
と
は
，
特
定
人
に
対
す
る
歯
科
医
療
の
用
に
供
す
る
補
て
つ
物
，
充
て
ん
物
又
は
矯

正
装
置
を
作
成
し
，
修
理
し
，
又
は
加
工
す
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
，
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
師
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
診
療
中
の
患
者
の
た
め
に
自
ら
行
う
行
為
を
除
く
。
 

2
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
，
「
歯
科
技
工
士
」
と
は
，
厚
生
労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
，
歯
科
技
工
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。
 

（
免
許
）
 

第
3
条
 
歯
科

技
工
士
の
免
許
（
以
下
「
免
許
」
と
い
う
。
）
は
，
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し

た
者
に
対
し
て
与
え
る
。
 

（
欠
格
事
由
）
 

第
4
条
 
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
，
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
1
 
歯
科
医
療
又
は
歯
科
技
工
の
業
務
に
関
す
る
犯
罪
又
は
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
者
 

 
2
 
心
身
の
障
害
に
よ
り
歯
科
技
工
士
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 

3
 
麻
薬
，
あ
へ
ん
又
は
大
麻
の
中
毒
者
 

（
試
験
の
目
的
）
 

第
1
1
条
 
試
験

は
，
歯
科
技
工
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
行
う
。
 

 

－
8
－ Ⅱ　教　育　課　程

１　教育科目履修基準等について



○
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

(趣
旨

) 
第

1
条

 
広

島
大

学
歯

学
部

(以
下

「
本

学
部

」
と

い
う

。
)の

学
生

の
修

学
に

つ
い

て
は

，
広

島
大

学
通

 
則

(平
成

16
年

4
月

1
日

規
則

第
2
号

)，
広

島
大

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

規
則

(平
成

18
年

2
月

14
日

 
規

則
第

5
号

)及
び

広
島

大
学

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

(平
成

23
年

2
月

15
日

規
則

第
3
号

。
以

 
下
「

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

」
と

い
う

。
)に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
こ

の
細

則
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
 

 
よ

る
。

(学
科

及
び

専
攻

) 
第

2
条

 
本

学
部

に
，

次
の

学
科

及
び

専
攻

を
置

く
。

 
 

歯
学

科

口
腔

健
康

科
学

科

口
腔

保
健

学
専

攻

口
腔

工
学

専
攻

(教
育

研
究

上
の

目
的

) 
第

2
条

の
2 

歯
学

科
は

，
歯

科
医

師
と

な
る

た
め

の
基

盤
的

教
育

を
行

う
と

と
も

に
，

我
が

国
の

歯
科

 
医

学
・

医
療

の
発

展
を

主
導

す
る

人
材

を
育

む
た

め
に

教
育

を
実

施
す

る
。

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
，

科
学

的
探

求
心

，
高

度
な

学
識

と
医

療
技

術
及

び
豊

か
な

人
間

性
を

備
え

た
歯

科
医

師
を

輩
出

し
，

歯
科

医

学
・

医
療

へ
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

2 
口

腔
健

康
科

学
科

の
教

育
研

究
上

の
目

的
は

，
次

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。
 

(1
)

口
腔

保
健

学
専

攻
は

，
歯

学
，
医

学
，
保

健
学

及
び

福
祉

に
関

す
る

知
識

並
び

に
技

術
を

統
合

し

た
口

腔
保

健
学

の
確

立
と

体
系

化
，

国
際

的
な

教
育

研
究

拠
点

の
構

築
，

あ
る

い
は

口
腔

保
健

学
の

高
度

専
門

化
に

お
い

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

ま
た

同
時

に
，

上
記

の
素

養
を

備
え

た
養

護
教

諭
を

育
成

す
る

。
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

，
科

学
的

探
求

心
，

高
度

な
学

識
と

医
療

技
術

及
び

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

口
腔

保
健

学
の

専
門

家
を

輩
出

し
，

歯
科

医
学

・
医

療
，

口
腔

保
健

及
び

福
祉

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

(2
)

口
腔

工
学

専
攻

は
，
歯

学
，
医

学
及

び
工

学
に

関
す

る
知

識
並

び
に

技
術

を
統

合
し

た
口

腔
工

学

の
確

立
と

体
系

化
，

国
際

的
な

教
育

研
究

拠
点

の
構

築
，

あ
る

い
は

口
腔

工
学

の
高

度
専

門
化

に
お

い
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

，
科

学
的

探
求

心
，

高
度

な
学

識
と

医
療

技
術

及
び

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

口
腔

工
学

の
専

門
家

を
輩

出
し

，
歯

科
医

学
・

医
療

へ
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

(口
腔

健
康

科
学

科
の

各
専

攻
の

入
学

定
員

) 
第

2
条

の
3 

口
腔

健
康

科
学

科
の

各
専

攻
の

入
学

定
員

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 
(1

)
口

腔
保

健
学

専
攻

 
20

人

(2
)

口
腔

工
学

専
攻

20
人

 
(教

育
課

程
)

第
3
条

 
本

学
部

の
教

育
課

程
は

，
教

育
上

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

授
業

科
目

に
よ

り
，
 

－
9
－



○
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

(趣
旨

) 
第

1
条

 
広

島
大

学
歯

学
部

(以
下

「
本

学
部

」
と

い
う

。
)の

学
生

の
修

学
に

つ
い

て
は

，
広

島
大

学
通

 
則

(平
成

16
年

4
月

1
日

規
則

第
2
号

)，
広

島
大

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

規
則

(平
成

18
年

2
月

14
日

 
規

則
第

5
号

)及
び

広
島

大
学

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

(平
成

23
年

2
月

15
日

規
則

第
3
号

。
以

 
下
「

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

」
と

い
う

。
)に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

，
こ

の
細

則
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
 

 
よ

る
。

(学
科

及
び

専
攻

) 
第

2
条

 
本

学
部

に
，

次
の

学
科

及
び

専
攻

を
置

く
。

 
 

歯
学

科

口
腔

健
康

科
学

科

口
腔

保
健

学
専

攻

口
腔

工
学

専
攻

(教
育

研
究

上
の

目
的

) 
第

2
条

の
2 

歯
学

科
は

，
歯

科
医

師
と

な
る

た
め

の
基

盤
的

教
育

を
行

う
と

と
も

に
，

我
が

国
の

歯
科

 
医

学
・

医
療

の
発

展
を

主
導

す
る

人
材

を
育

む
た

め
に

教
育

を
実

施
す

る
。

こ
れ

ら
に

よ
っ

て
，

科
学

的
探

求
心

，
高

度
な

学
識

と
医

療
技

術
及

び
豊

か
な

人
間

性
を

備
え

た
歯

科
医

師
を

輩
出

し
，

歯
科

医

学
・

医
療

へ
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

2 
口

腔
健

康
科

学
科

の
教

育
研

究
上

の
目

的
は

，
次

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。
 

(1
)

口
腔

保
健

学
専

攻
は

，
歯

学
，
医

学
，
保

健
学

及
び

福
祉

に
関

す
る

知
識

並
び

に
技

術
を

統
合

し

た
口

腔
保

健
学

の
確

立
と

体
系

化
，

国
際

的
な

教
育

研
究

拠
点

の
構

築
，

あ
る

い
は

口
腔

保
健

学
の

高
度

専
門

化
に

お
い

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

ま
た

同
時

に
，

上
記

の
素

養
を

備
え

た
養

護
教

諭
を

育
成

す
る

。
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

，
科

学
的

探
求

心
，

高
度

な
学

識
と

医
療

技
術

及
び

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

口
腔

保
健

学
の

専
門

家
を

輩
出

し
，

歯
科

医
学

・
医

療
，

口
腔

保
健

及
び

福
祉

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

(2
)

口
腔

工
学

専
攻

は
，
歯

学
，
医

学
及

び
工

学
に

関
す

る
知

識
並

び
に

技
術

を
統

合
し

た
口

腔
工

学

の
確

立
と

体
系

化
，

国
際

的
な

教
育

研
究

拠
点

の
構

築
，

あ
る

い
は

口
腔

工
学

の
高

度
専

門
化

に
お

い
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
こ

れ
ら

に
よ

っ
て

，
科

学
的

探
求

心
，

高
度

な
学

識
と

医
療

技
術

及
び

豊
か

な
人

間
性

を
備

え
た

口
腔

工
学

の
専

門
家

を
輩

出
し

，
歯

科
医

学
・

医
療

へ
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

(口
腔

健
康

科
学

科
の

各
専

攻
の

入
学

定
員

) 
第

2
条

の
3 

口
腔

健
康

科
学

科
の

各
専

攻
の

入
学

定
員

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 
(1

)
口

腔
保

健
学

専
攻

 
20

人

(2
)

口
腔

工
学

専
攻

20
人

 
(教

育
課

程
)

第
3
条

 
本

学
部

の
教

育
課

程
は

，
教

育
上

の
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

授
業

科
目

に
よ

り
，
 

－
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－

 
主

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

，
体

系
的

に
編

成
す

る
。

 
2 

本
学

部
が

開
設

す
る

主
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

次
の

と
お

り
と

す
る

。
 

 
歯

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

口
腔

保
健

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

口
腔

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
国

際
歯

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
 

(授
業

科
目

及
び

履
修

方
法

) 
第

4
条

 
授

業
科

目
は

，
教

養
教

育
科

目
及

び
専

門
教

育
科

目
に

区
分

す
る

。
 

2 
教

養
教

育
科

目
の

授
業

科
目

及
び

履
修

方
法

は
，

教
養

教
育

科
目

履
修

規
則

及
び

別
表

第
1
の

と
お

 
 

り
と

す
る

。
 

3 
専

門
教

育
科

目
の

授
業

科
目

及
び

履
修

方
法

は
，

別
表

第
2
の

と
お

り
と

す
る

。
 

4 
前

2
項

の
授

業
科

目
の

ほ
か

，
必

要
に

応
じ

教
授

会
の

議
を

経
て

，
特

定
の

授
業

科
目

を
開

講
す

る
 

 
こ

と
が

あ
る

。
 

 
(履

修
手

続
) 

第
5
条

 
各

学
期

に
開

講
す

る
授

業
科

目
及

び
そ

の
担

当
教

員
名

等
は

，
そ

の
学

期
の

始
め

に
公

示
す

る
。
 

第
6
条

 
歯

学
科

の
学

生
が

履
修

で
き

る
科

目
は

，
そ

の
学

期
に

配
当

さ
れ

た
も

の
と

す
る

。
 

第
7
条

 
学

生
は

，
履

修
し

よ
う

と
す

る
授

業
科

目
に

つ
い

て
，
各

学
期

の
指

定
す

る
期

間
に

所
定

の
手

 
 

続
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2 
前

項
の

期
間

内
に

所
定

の
手

続
を

し
な

い
者

に
は

，
履

修
を

認
め

な
い

。
た

だ
し

，
特

別
の

事
由

が
 

 
あ

る
場

合
に

限
り

，
当

該
授

業
科

目
担

当
教

員
の

承
認

を
経

て
，

履
修

を
認

め
る

こ
と

が
あ

る
。

 
第

8
条

 
他

学
部

の
学

生
が

，
本

学
部

の
授

業
科

目
を

履
修

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，
当

該
授

業
科

目
担

 
 

当
教

員
の

承
認

を
得

て
，

前
条

第
1
項

の
手

続
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
( 修

得
単

位
数

の
少

な
い

学
生

の
履

修
指

導
) 

第
9
条

 
指

導
教

員
は

，
修

得
単

位
数

の
少

な
い

学
生

に
対

し
，
履

修
促

進
の

た
め

の
適

切
な

指
導

を
行

 
 

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(履

修
科

目
の

登
録

の
上

限
) 

第
10

条
 

1
年

次
に

卒
業

要
件

単
位

と
し

て
登

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
教

養
教

育
科

目
の

単
位

数
は

，
歯

 
 

学
科

に
あ

っ
て

は
46

単
位

，
口

腔
健

康
科

学
科

に
あ

っ
て

は
38

単
位

を
上

限
と

す
る

。
た

だ
し

，
集

 
 

中
講

義
の

授
業

科
目

の
単

位
を

除
く

。
 

2 
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

，
1
年

次
前

期
に

お
い

て
20

単
位

以
上

履
修

し
，

G
PA

が
80

以
上

の
 

 
学

生
に

つ
い

て
は

前
項

に
定

め
る

単
位

数
の

上
限

を
超

え
て

登
録

を
認

め
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(日
本

語
科

目
及

び
日

本
事

情
に

関
す

る
科

目
) 

第
11

条
 

外
国

人
留

学
生

及
び

外
国

人
留

学
生

以
外

の
学

生
で

，
外

国
に

お
い

て
相

当
の

期
間

中
等

教
 

 
育

を
受

け
た

も
の

が
，

日
本

語
科

目
及

び
日

本
事

情
に

関
す

る
授

業
科

目
を

履
修

し
て

，
単

位
を

修
得

 
 

し
た

場
合

は
，

当
該

授
業

科
目

の
単

位
を

卒
業

の
要

件
と

し
て

修
得

す
べ

き
教

養
教

育
科

目
の

単
位

に
 

 
代

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2 
前

項
の

授
業

科
目

及
び

単
位

数
に

つ
い

て
は

，
別

に
定

め
る

。
 

－
1
0
－



 
(既

修
得

単
位

等
の

認
定

) 
第

12
条

 
広

島
大

学
既

修
得

単
位

等
の

認
定

に
関

す
る

細
則

(平
成

16
年

4
月

1
日

(副
学

長
(教

育
・
学

 
 

生
担

当
)決

裁
)第

2
条

第
1
項

の
規

定
に

基
づ

き
定

め
る

第
1
年

次
に

入
学

し
た

者
の

既
修

得
単

位
等

 
 

の
認

定
単

位
数

は
，

別
に

定
め

る
。

 
2  

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
，

広
島

大
学

で
の

既
修

得
単

位
の

認
定

(科
目

等
履

修
生

と
し

て
修

得
し

 
 

た
単

位
を

含
む

。
)に

つ
い

て
は

，
教

授
会

の
議

を
経

て
学

部
長

が
認

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3 
既

修
得

単
位

等
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

，
入

学
し

た
年

度
の

6
月

30
日

ま
で

に
学

部
長

に
 

 
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
(教

育
課

程
の

修
了

) 
第

13
条

 
教

育
課

程
の

修
了

は
，

所
定

の
試

験
に

合
格

し
，

別
表

第
1
及

び
別

表
第

2
に

規
定

す
る

単
 

 
位

を
修

得
す

る
こ

と
に

よ
る

。
 

 
(単

位
の

授
与

) 
第

14
条

 
授

業
科

目
を

履
修

し
た

者
に

は
，

科
目

ご
と

に
定

め
ら

れ
た

成
績

評
価

基
準

に
よ

り
所

定
の

 
 

単
位

を
与

え
る

。
 

 
(単

位
数

の
計

算
の

基
準

) 
第

15
条

 
各

授
業

科
目

の
単

位
数

は
，

授
業

の
方

法
に

応
じ

，
次

の
基

準
に

よ
り

計
算

す
る

も
の

と
す

 
 

る
。

 
 

(1
) 

講
義

は
，

15
時

間
の

授
業

を
も

っ
て

1
単

位
と

す
る

。
 

 
(2

) 
演

習
は

，
15

時
間

又
は

30
時

間
の

授
業

を
も

っ
て

1
単

位
と

す
る

。
 

 
(3

) 
実

験
，

実
習

及
び

実
技

は
，

30
時

間
又

は
45

時
間

の
授

業
を

も
っ

て
1
単

位
と

す
る

。
 

2 
一

の
授

業
科

目
に

つ
い

て
，
二

以
上

の
方

法
の

併
用

に
よ

り
授

業
を

行
う

場
合

の
単

位
数

の
計

算
は

，
 

 
1
単

位
の

授
業

科
目

を
45

時
間

の
学

修
を

必
要

と
す

る
内

容
を

も
っ

て
構

成
す

る
こ

と
と

な
る

よ
う

，
 

 
前

項
の

基
準

を
考

慮
し

て
そ

れ
ら

の
方

法
ご

と
に

時
間

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(科
目

試
験

) 
第

16
条

 
科

目
試

験
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

授
業

科
目

(臨
床

実
習

を
含

む
。

)に
つ

い
て

行
う

。
 

2 
科

目
試

験
の

方
法

及
び

期
日

に
つ

い
て

は
，

当
該

授
業

担
当

教
員

が
定

め
，

原
則

と
し

て
2
週

間
前

 
 

ま
で

に
発

表
す

る
。

 
3 

授
業

実
施

時
数

の
3
分

の
2
以

上
の

出
席

を
満

た
さ

な
い

場
合

は
，

受
験

を
認

め
な

い
。

た
だ

し
，

 
 

所
定

の
手

続
を

し
た

上
で

そ
の

欠
席

が
病

気
そ

の
他

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
 

 
は

，
当

該
授

業
科

目
担

当
教

員
の

判
断

に
従

う
も

の
と

す
る

。
 

4 
試

験
当

日
病

気
そ

の
他

の
事

故
で

科
目

試
験

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

は
事

前
に

，
や

む
を

得
 

 
な

い
場

合
は

事
後

に
，

医
師

の
診

断
書

又
は

理
由

書
を

添
え

て
速

や
か

に
学

部
長

へ
届

け
出

な
け

れ
ば

 
 

な
ら

な
い

。
 

5 
前

項
の

届
出

の
あ

っ
た

者
に

対
し

て
は

，
追

試
験

を
行

う
こ

と
が

あ
る

。
追

試
験

の
実

施
方

法
等

に
 

 
つ

い
て

は
，

別
に

定
め

る
。

 
6 

科
目

試
験

の
得

点
が

満
点

の
60

％
未

満
の

者
に

つ
い

て
は

，
再

試
験

を
行

う
こ

と
が

あ
る

。
再

試
験

 
 

の
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

は
，

別
に

定
め

る
。

 

－
1
1
－

 
(成

績
評

価
基

準
の

明
示

及
び

平
均

評
価

点
) 

第
17

条
 

授
業

科
目

の
成

績
評

価
基

準
は

，
授

業
担

当
教

員
が

定
め

，
シ

ラ
バ

ス
(授

業
計

画
)に

明
示

す
 

 
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

学
年

，
あ

る
い

は
セ

メ
ス

タ
ー

の
成

績
は

，
次

の
算

式
に

よ
り

算
出

す
る

平
均

評
価

点
(G

PA
：

G
ra

de
  

 
Po

in
t A

ve
ra

ge
)を

も
っ

て
評

価
す

る
。

 
 

平
均

評
価

点
＝

((秀
の

単
位

数
×

4＋
優

の
単

位
数

×
3＋

良
の

単
位

数
×

2＋
可

の
単

位
数

×
1)
／

(総
登

録
単

位
数

×
4)

)×
10

0 
第

18
条

 
学

生
は

，
所

定
の

授
業

科
目

の
単

位
を

修
得

し
な

け
れ

ば
，

次
の

学
年

あ
る

い
は

セ
メ

ス
 

 
タ

ー
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

2 
前

項
の

所
定

の
単

位
数

に
つ

い
て

は
，

別
に

定
め

る
。

 
 

(教
員

免
許

) 
第

19
条

 
口

腔
健

康
科

学
科

口
腔

保
健

学
専

攻
の

学
生

が
，

所
定

の
授

業
科

目
を

履
修

し
，

教
育

職
員

 
 

免
許

法
(昭

和
24

年
法

律
第

14
7
号

)及
び

同
法

施
行

規
則

(昭
和

29
年

文
部

省
令

第
26

号
)に

定
め

る
 

 
所

要
の

単
位

を
修

得
し

た
と

き
は

，
次

に
掲

げ
る

教
育

職
員

の
普

通
免

許
状

授
与

の
所

要
資

格
を

得
る

 
 

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
免

許
状

の
種

類
 

養
護

教
諭

一
種

免
許

状
 

2 
前

項
に

定
め

る
授

業
科

目
及

び
そ

の
履

修
方

法
に

つ
い

て
は

，
別

に
定

め
る

。
 

 
( 他

の
学

部
の

授
業

科
目

の
履

修
) 

第
20

条
 

学
生

が
，

他
の

学
部

の
授

業
科

目
を

履
修

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

当
該

学
部

の
定

め
る

と
 

 
こ

ろ
に

よ
り

履
修

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

( 副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

特
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

) 
第

21
条

 
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
広

島
大

学
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
細

則
(平

成
18

年
3
月

14
日

 
 

副
学

長
(教

育
・

研
究

担
当

)決
裁

)の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

，
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
2  

特
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
広

島
大

学
特

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

細
則

(平
成

18
年

3
月

14
日

副
学

長
(教

 
 

育
・

研
究

担
当

)決
裁

) の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

，
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

(休
学

) 
第

22
条

 
学

生
が

休
学

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

所
定

の
書

類
を

学
部

長
に

提
出

し
，

そ
の

許
可

を
得

 
 

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2  
学

生
が

休
学

期
間

を
短

縮
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
そ

の
許

可
 

 
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(退
学

) 
第

23
条

 
学

生
が

退
学

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

所
定

の
書

類
を

学
部

長
に

提
出

し
，

学
長

の
許

可
を

 
 

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(転
学

) 
第

24
条

 
学

生
が

他
の

大
学

に
転

学
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
学

 
 

長
の

許
可

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2 
他

の
大

学
か

ら
本

学
部

に
転

学
を

志
望

す
る

者
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
教

授
会

の
 

－
1
2
－



 
(成

績
評

価
基

準
の

明
示

及
び

平
均

評
価

点
) 

第
17

条
 

授
業

科
目

の
成

績
評

価
基

準
は

，
授

業
担

当
教

員
が

定
め

，
シ

ラ
バ

ス
(授

業
計

画
)に

明
示

す
 

 
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

学
年

，
あ

る
い

は
セ

メ
ス

タ
ー

の
成

績
は

，
次

の
算

式
に

よ
り

算
出

す
る

平
均

評
価

点
(G

PA
：

G
ra

de
  

 
Po

in
t A

ve
ra

ge
)を

も
っ

て
評

価
す

る
。

 
 

平
均

評
価

点
＝

((秀
の

単
位

数
×

4＋
優

の
単

位
数

×
3＋

良
の

単
位

数
×

2＋
可

の
単

位
数

×
1)
／

(総
登

録
単

位
数

×
4)

)×
10

0 
第

18
条

 
学

生
は

，
所

定
の

授
業

科
目

の
単

位
を

修
得

し
な

け
れ

ば
，

次
の

学
年

あ
る

い
は

セ
メ

ス
 

 
タ

ー
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

2 
前

項
の

所
定

の
単

位
数

に
つ

い
て

は
，

別
に

定
め

る
。

 
 

(教
員

免
許

) 
第

19
条

 
口

腔
健

康
科

学
科

口
腔

保
健

学
専

攻
の

学
生

が
，

所
定

の
授

業
科

目
を

履
修

し
，

教
育

職
員

 
 

免
許

法
(昭

和
24

年
法

律
第

14
7
号

)及
び

同
法

施
行

規
則

(昭
和

29
年

文
部

省
令

第
26

号
)に

定
め

る
 

 
所

要
の

単
位

を
修

得
し

た
と

き
は

，
次

に
掲

げ
る

教
育

職
員

の
普

通
免

許
状

授
与

の
所

要
資

格
を

得
る

 
 

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
免

許
状

の
種

類
 

養
護

教
諭

一
種

免
許

状
 

2 
前

項
に

定
め

る
授

業
科

目
及

び
そ

の
履

修
方

法
に

つ
い

て
は

，
別

に
定

め
る

。
 

 
(他

の
学

部
の

授
業

科
目

の
履

修
) 

第
20

条
 

学
生

が
，

他
の

学
部

の
授

業
科

目
を

履
修

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

当
該

学
部

の
定

め
る

と
 

 
こ

ろ
に

よ
り

履
修

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(副
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

特
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

) 
第

21
条

 
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
広

島
大

学
副

専
攻

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
細

則
(平

成
18

年
3
月

14
日

 
 

副
学

長
(教

育
・

研
究

担
当

)決
裁

)の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

，
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
2 

特
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
広

島
大

学
特

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

細
則

(平
成

18
年

3
月

14
日

副
学

長
(教

 
 

育
・

研
究

担
当

)決
裁

)の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

，
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

(休
学

) 
第

22
条

 
学

生
が

休
学

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

所
定

の
書

類
を

学
部

長
に

提
出

し
，

そ
の

許
可

を
得

 
 

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2 
学

生
が

休
学

期
間

を
短

縮
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
そ

の
許

可
 

 
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(退
学

) 
第

23
条

 
学

生
が

退
学

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
，

所
定

の
書

類
を

学
部

長
に

提
出

し
，

学
長

の
許

可
を

 
 

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(転
学

) 
第

24
条

 
学

生
が

他
の

大
学

に
転

学
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
学

 
 

長
の

許
可

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2 
他

の
大

学
か

ら
本

学
部

に
転

学
を

志
望

す
る

者
は

，
所

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
教

授
会

の
 

－
1
2
－

 
議

を
経

て
，

学
長

の
許

可
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(登
録

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

変
更

) 
第

25
条

 
学

生
が

本
学

部
の

他
の

主
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
の

変
更

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

，
所

 
 

定
の

書
類

を
学

部
長

に
提

出
し

，
教

授
会

の
議

を
経

て
，

そ
の

許
可

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2  
前

項
の

場
合

に
お

い
て

，
他

の
学

部
の

主
専

攻
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
登

録
の

変
更

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
 

 
は

，
広

島
大

学
転

学
部

の
取

扱
い

に
関

す
る

細
則

(平
成

16
年

4
月

1
日

副
学

長
(教

育
・

学
生

担
当

) 
 

決
裁

)の
規

定
に

基
づ

き
，

事
前

に
転

学
部

の
許

可
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

(卒
業

の
要

件
) 

第
26

条
 

本
学

部
の

卒
業

の
要

件
は

，
本

学
部

に
通

則
第

4
条

に
規

定
す

る
修

行
年

限
以

上
在

学
し

，
 

 
か

つ
，
別

表
第

1
及

び
別

表
第

2
に

定
め

る
教

育
課

程
に

お
け

る
所

定
の

単
位

を
修

得
す

る
こ

と
と

す
 

 
る

。
 

 
(雑

則
) 

第
27

条
 

こ
の

細
則

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
，

本
学

部
の

学
生

の
修

学
に

関
し

必
要

な
事

項
は

，
教

授
 

 
会

の
議

を
経

て
，

別
に

定
め

る
。
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<歯学科　歯学プログラム>　

2 選択必修

大学教育入門 2 必　　修

教養ゼミ 2 必　　修

全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修

全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修

人文社会科学系科目群から 選択必修

コミュニケーションⅠA 1

コミュニケーションⅠB 1

コミュニケーションⅡA 1

コミュニケーションⅡB 1

コミュニケーション演習Ⅰ 1

コミュニケーション演習Ⅱ 1

ベーシック外国語から 選択必修
(注2)

情報活用基礎 2 必　　修
(注3)

健康スポーツ科学 2

スポーツ実習 1

一般化学 2

細胞科学 2

国際医学連携開発学 2

基礎微分積分学 2

基礎線形代数学 2

基礎物理学Ⅰ 2

初修物理学　(注4) 2

初修生物学　(注4) 2

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1

注1：

注2：ドイツ語，フランス語及び中国語のうちから1言語を選択すること。

注3：「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

注4：

教 養 ゼ ミ 2

選択必修

英　語

コミュニケーション
Ⅰ

2

外
国
語
科
目

初修外国語

歯 学 部 教 育 課 程 表 (別 表 第 1)

区
分

科目区分
要修得
単位数

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

4

計 38

基 盤 科 目 10

6

必　　修
(注1)

2

健康スポーツ科目

情報・データサイエンス科目

2

2

平 和 科 目 2

必　　修

4

コミュニケーション
Ⅱ

2

選択必修

2

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履
修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試
験，語学研修による単位認定制度もある。

履修すべき科目がある場合は，歯学部において指定する。なお，指定された科目以外を修得しても卒業に必要な単
位に含めない。

教
養
教
育
科
目

大
学
教
育

基
礎
科
目

大 学 教 育 入 門 2

2

領 域 科 目

共
通
科
目

4
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>

2 2 選択必修

2 大学教育入門 2 必　　修

2 教養ゼミ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修

4 人文社会科学系科目群から 選択必修

コミュニケーション基礎Ⅰ 1

コミュニケーション基礎Ⅱ 1

コミュニケーションⅠA 1

コミュニケーションⅠB 1

コミュニケーションⅡA 1

コミュニケーションⅡB 1

4 ベーシック外国語から 選択必修
(注2)

2 情報活用基礎 2 必　　修
(注3)

2 選択必修

医療従事者のための心理学 2

国際医学連携開発学 2

初修生物学　(注5) 2

細胞科学 2

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1

初修化学 2

一般化学 2

36

 
注1：

注2：ドイツ語，フランス語及び中国語のうちから1言語を選択すること。

注3：「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

注4：

注5：

計

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により
修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修によ
る単位認定制度もある。

「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修得
した単位を，卒業に必要な単位(2単位)に算入することができる。

履修すべき科目がある場合は，歯学部において指定する。なお，指定された科目以外を修得しても卒業に必要な単位に含め
ない。

初修外国語

情報・データサイエンス科目

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

基　　盤　　科　　目

4 必　　修
(注4)

共
通
科
目

2 選択必修

2 選択必修

2

必　　修
(注1)

区
分

科目区分

コミュニケーショ
ンⅠ

2

コミュニケーショ
ンⅡ

2
教
養
教
育
科
目

平 和 科 目

大
学
教
育

基
礎
科
目

大 学 教 育 入 門

要修得
単位数

授　業　科　目　等 単位数 履修区分

領　　域　　科　　目

外
国
語
科
目

英　語

コミュニケーショ
ン基礎

教 養 ゼ ミ
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

2 2 選択必修

2 大学教育入門 2 必　　修

2 教養ゼミ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅰ 2 必　　修

2 全身の健康と口腔科学Ⅱ 2 必　　修

4 人文社会科学系科目群から 選択必修

コミュニケーション基礎Ⅰ 1

コミュニケーション基礎Ⅱ 1

コミュニケーションⅠA 1

コミュニケーションⅠB 1

コミュニケーションⅡA 1

コミュニケーションⅡB 1

4 ベーシック外国語から 選択必修
(注2)

2 情報活用基礎 2 必　　修
(注3)

2 選択必修

2 医療従事者のための心理学 2 必　　修
(注4)

2 国際医学連携開発学 2 必　　修

初修生物学　(注6) 2

細胞科学 2

人間理解のための人体解剖学Ⅰ 1

人間理解のための人体解剖学Ⅱ 1

一般化学 2

初修物理学　(注6) 2

基礎物理学Ⅰ 2

基礎微分積分学又はヘルスサイエンスのための
基盤数学　(注6)

2

基礎線形代数学 2

2 統計学 2 必　　修
(注7)

42

 
注1：

注2：ドイツ語，フランス語及び中国語のうちから1言語を選択すること。

注3：「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合は，情報・データサイエンス科目から履修することができる。

注4：

注5：

注6：

注7：

計

短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修によ
り修得した単位を，卒業に必要な英語の単位(6単位)に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修に
よる単位認定制度もある。

「医療従事者のための心理学」の単位を修得できなかった場合は，「心理学概論A」又は「心理学概論B」の履修により修
得した単位を，卒業に必要な単位(2単位)に算入することができる。

生物に関する科目群，化学に関する科目群及び物理に関する科目群のうち，2科目群から1科目ずつ履修すること。

履修すべき科目がある場合は，歯学部において指定する。なお，指定された科目以外を修得しても卒業に必要な単位に含
めない。

「統計学」の単位を修得できなかった場合は，基盤科目の単位で代替えすることができる。

初修外国語

情報・データサイエンス科目

健 康 ス ポ ー ツ 科 目

基　　盤　　科　　目

4 選択必修
(注5)

4 必　　修

2

必　　修
(注1)

コミュニケーション
Ⅰ 2

コミュニケーション
Ⅱ

2

教
養
教
育
科
目

平 和 科 目

大
学
教
育

基
礎
科
目

大 学 教 育 入 門

教 養 ゼ ミ

共
通
科
目

領　　域　　科　　目

外
国
語
科
目

英　語

コミュニケーション
基礎

区
分

科目区分
要修得
単位数

授　業　科　目　等 単位数 履修区分
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

◎ 臨床心理学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 実践専門英語 2 2

◎ 特別科目 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 解剖学 2 2

◎ 解剖学実習Ⅰ 2 2

◎ 解剖学実習Ⅱ 2 2

◎ 発生学 2 2

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 組織学実習Ⅰ 1 1

◎ 組織学実習Ⅱ 1 1

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 人類遺伝学 2 2

◎ 口腔生化学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生化学Ⅱ 2 2

◎ 口腔生化学実習 1 1

◎ 口腔生理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔生理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔生理学実習 1 1

◎ 歯科理工学Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学Ⅱ 2 2

◎ 歯科理工学実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科理工学実習Ⅱ 1 1

◎ 微生物学Ⅰ 2 2

◎ 微生物学Ⅱ 2 2

◎ 免疫学 2 2

◎ 口腔微生物学・免疫学実習 1 1

◎ 歯科薬理学Ⅰ 2 2

◎ 歯科薬理学Ⅱ 2 2

◎ 薬理学実習 1 1

◎ 口腔病理学Ⅰ 2 2

◎ 口腔病理学Ⅱ 2 2

◎ 口腔病理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔病理学実習Ⅱ 1 1

◎ 医科歯科分子生物学 1 1

◎ 放射線生物学・放射線健康リスク科学 2 2

基礎ゲノム医学 2 2

◎ 内科学Ⅰ 2 2

◎ 内科学Ⅱ 2 2

◎ 外科学Ⅰ 2 2

◎ 外科学Ⅱ 1 1

◎ 眼科学 1 1

◎ 耳鼻咽喉科学 1 1

◎ 皮膚科学 1 1

◎ 精神科学 1 1

◎ 小児科学 1 1

歯 学 部 教 育 課 程 表 （別 表 第 ２）

科目区分 授　業　科　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4 5 6

基

幹

科

目

専

門

基

礎

科

目

生

命

科

学

系

科

目

医

学

系

科

目
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 歯科放射線学Ⅰ 1 1

◎ 歯科放射線学Ⅱ 2 2

◎ 歯科放射線学基礎演習 1 1

◎ 診断・検査学 2 2

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 衛生学・口腔衛生学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯科麻酔学 2 2

◎ 歯科麻酔学基礎演習 1 1

◎ 歯内療法学 2 2

◎ 保存修復学 2 2

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯内療法・保存修復学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯周病学Ⅰ 1 1

◎ 歯周病学Ⅱ 2 2

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯周療法学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎機能学 2 2

◎ 補綴学Ⅰ 1 1

◎ 補綴学Ⅱ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅰ 2 2

◎ 義歯補綴学Ⅱ 1 1

◎ 口腔インプラント学 2 2

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯冠補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯列補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 部分無歯顎補綴治療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔外科学Ⅰ 2 2

◎ 口腔外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎外科学Ⅰ 2 2

◎ 顎外科学Ⅱ 2 2

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅲ 1 1

◎ 顎口腔医療学基礎実習Ⅳ 1 1

◎ 歯科矯正学Ⅰ 2 2

◎ 歯科矯正学Ⅱ 2 2

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 歯科矯正学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 小児歯科学Ⅰ 2 2

◎ 小児歯科学Ⅱ 2 2

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 小児歯科学基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 障害者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 局所解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 局所解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅰ 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅰ 1 1

◎ 歯学研究特論Ⅱ 2 2

授　業　科　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4 5 6

基

幹

科

目

総

合

臨

床

系

科

目

社
会
歯
学
系

科
目

歯
学
研

究
科
目

科目区分
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<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 歯科臨床英語 2 2

◎ 国際歯科医学特論 1 1

◎ 口腔機能修復学特論 1 1

◎ 応用口腔医学特論 1 1

◎ 顎口腔医療学特論 1 1

◎ 咬合発達育成学特論 1 1

◎ 臨床歯科医学総合演習 2 2

◎ 総合歯科医療学Ⅱ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅲ 1 1

◎ 基礎・臨床総合示説 4 4

◎ 救急集中治療医学 1 1

◎ 歯学研究実習 8 2 4 2

◎ 臨床見学演習・実習 4 1 2 1

◎ 臨床実習（予備実習含む） 39

2 4 24 25 26 30 34 22 18 40

225

（注）　◎は必修科目を示す。

歯学プログラム　卒業要件単位数　263単位以上

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　基幹科目

　大学教育基礎科目  4単位 　　専門基礎科目  12単位以上

　共通科目 　　生命科学系科目  52単位以上

領域科目  8単位 　　医学系科目  12単位以上

外国語科目 　　総合臨床系科目  74単位以上

　英語  6単位 　　社会歯学系科目   4単位以上

　初修外国語  4単位 　　歯学研究科目   4単位以上

情報科目  2単位 　展開科目  24単位以上

健康スポーツ科目  2単位 　臨床実習科目

　基盤科目 10単位 　　臨床見学演習・実習   4単位以上

　　臨床実習（予備実習含む）  39単位以上

教養教育科目小計 38単位以上 専門教育科目小計 225単位以上

合　　計 6 49 56

6

58

展

開

科

目

臨床実習
科目 39

最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

56

備　　考1 2 3 4 5科目区分 授　業　科　目

<歯学科　歯学プログラム>

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

◎ 歯科臨床英語 2 2

◎ 国際歯科医学特論 1 1

◎ 口腔機能修復学特論 1 1

◎ 応用口腔医学特論 1 1

◎ 顎口腔医療学特論 1 1

◎ 咬合発達育成学特論 1 1

◎ 臨床歯科医学総合演習 2 2

◎ 総合歯科医療学Ⅱ 1 1

◎ 総合歯科医療学Ⅲ 1 1

◎ 基礎・臨床総合示説 4 4

◎ 救急集中治療医学 1 1

◎ 歯学研究実習 8 2 4 2

◎ 臨床見学演習・実習 4 1 2 1

◎ 臨床実習（予備実習含む） 39

2 4 24 24 28 30 34 22 18 40

226

（注）　◎は必修科目を示す。

歯学プログラム　卒業要件単位数　264単位以上

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　基幹科目

　大学教育基礎科目  4単位 　　専門基礎科目  12単位以上

　共通科目 　　生命科学系科目  53単位以上

領域科目  8単位 　　医学系科目  12単位以上

外国語科目 　　総合臨床系科目  74単位以上

　英語  6単位 　　社会歯学系科目   4単位以上

　初修外国語  4単位 　　歯学研究科目   4単位以上

情報科目  2単位 　展開科目  24単位以上

健康スポーツ科目  2単位 　臨床実習科目

　基盤科目 10単位 　　臨床見学演習・実習   4単位以上

　　臨床実習（予備実習含む）  39単位以上

教養教育科目小計 38単位以上 専門教育科目小計 226単位以上

科目区分 授　業　科　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

56

備　　考1 2 3 4 5 6

58

展

開

科

目

臨床実習
科目 39

合　　計 6 48 58
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<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 歯の形態学実習 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 免疫学 1 1

◎ 基礎オーラルサイエンス実習 1 1

◎ 口腔衛生学 2 2

◎ 衛生学・口腔衛生学実習 1 1

◎ 社会歯科学 1 1

◎ 衛生行政 1 1

◎ 衛生学・公衆衛生学 1 1

◎ 対人コミュニケーション論 1 1

◎ 医療コミュニケーション基礎論 1 1

◎ 臨床心理学 1 1

◎ 社会福祉学 1 1

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 総合医科学 2 2

◎ 基礎栄養生化学 2 2

◎ 栄養指導学演習(食品学を含む) 1 1

◎ 口腔保健学概論 1 1

◎ 口腔保健学臨床概論 1 1

◎ 臨床歯科学概論 1 1

◎ 発達期系歯科学(歯科矯正学) 2 2

◎ 発達期系歯科学(小児歯科学) 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 保存系歯科学(歯内療法学) 1 1

◎ 保存系歯科学(歯周病学) 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 歯科放射線学 1 1

◎ 障害者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 歯科麻酔学 1 1

◎ 歯科医療管理学示説Ａ 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅰ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅱ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅲ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅳ 1 1

◎ チーム歯科医療学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健教育学 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健行動学実習Ⅵ 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4

専

門

基

礎

科

目

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

－20－



<口腔健康科学科　口腔保健学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 口腔保健管理学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅱ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅲ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅳ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅴ 1 1

◎ 口腔保健管理学実習Ⅵ 1 1

◎ 口腔保健カウンセリング実習 1 1

◎ 学校歯科保健教育論 1 1

◎ リハビリテーション概論 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔リハビリテーション学実習Ⅱ 1 1

◎ 看護学Ⅰ 1 1

◎ 看護学ⅡA 1 1

◎ 看護学ⅡB 1 1

看護学Ⅲ 2 2

看護学演習 1 1

基礎看護学臨床実習（養護教諭） 1 1

養護概説 2 2

健康相談 1 1

学校保健演習Ⅰ 1 1

学校保健演習Ⅱ 1 1

小児科学 1 1

精神科学 1 1

精神保健学 1 1

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

歯科臨床教育学 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 口腔保健学臨床・臨地実習 20 5

口腔保健管理学臨床実習 5

◎ 卒業研究 3 1

◎ リサーチスタートアップ 1

◎ 実践専門英語 2 2

114 3 4 22 26 27 15

（注）　◎は必修科目を示す。

口腔保健学プログラム　卒業要件単位数　150単位以上

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  33単位以上

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  81単位以上

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報科目  2単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目  8単位

教養教育科目小計 36単位 専門教育科目小計 114単位以上

区
分

科目
区分

授　　業　　科　　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4

合 計 17

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

15

5

2

1
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 解剖学・口腔解剖学 2 2

◎ 歯の形態学 1 1

◎ 口腔科学基礎 1 1

◎ 組織学・口腔組織学 2 2

◎ 口腔解剖学実習Ⅰ 1 1

◎ 口腔解剖学実習Ⅱ 1 1

◎ 顎口腔機能学 2 2

◎ 顎口腔機能学実習 1 1

◎ 生理学・口腔生理学 2 2

◎ 薬理学・歯科薬理学 2 2

◎ 微生物学・口腔微生物学 2 2

◎ 病理学・口腔病理学 2 2

免疫学 1 1

口腔衛生学 2 2

◎ 社会歯科学 1 1

総合医科学 2 2

◎ 医療倫理学 1 1

◎ 基礎栄養生化学 2 2

◎ 外科系歯科学Ⅰ 1 1

◎ 外科系歯科学Ⅱ 1 1

◎ 保存系歯科学(歯内療法学) 1 1

◎ 保存系歯科学(歯周病学) 1 1

◎ チーム医療学 1 1

◎ 障害者歯科学 2 2

◎ 成人・高齢者歯科学 2 2

◎ 関係法規（社会保障制度を含む） 1 1

◎ 歯科医療安全学 1 1

◎ 医療情報処理学 2 2

歯科臨床教育学 1 1

◎ スポーツ歯科・顎関節症保健学 1 1

◎ 歯科材料学 1 1

◎ 生体材料学 1 1

◎ 生体材料学実習 1 1

◎ 応用生体材料学実習 1 1

◎ 精密鋳造学 2 2

◎ 精密鋳造学実習 1 1

◎ CAD／CAMシステム工学 1 1

◎ 医療システム工学 1 1

◎ 情報システム工学実習 1 1

◎ デジタルデンティストリ実習 1 1

◎ 口腔工学概論 2 2

◎ ME機器学 1 1

◎ 発達系歯科学(小児歯科学) 1 1

◎ 発達系歯科学(小児歯科学)基礎実習 1 1

◎ 発達系歯科学(矯正歯科学) 2 2

◎ 発達系歯科学(矯正歯科学)基礎実習Ⅰ 1 1

◎ 発達系歯科学(矯正歯科学)基礎実習Ⅱ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅰ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学Ⅱ 2 2

◎ 歯冠修復保健工学Ⅲ 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(インレー) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(クラウンⅠ) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(クラウンⅡ) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(ブリッジⅠ) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(ブリッジⅡ) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習(前装冠・インプラント上部構造Ⅰ) 1 1

区
分

科目
区分

授　業　科　目
最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

備　　考1 2 3 4

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

専

門

科

目
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<口腔健康科学科　口腔工学プログラム>　

1 2 3 4 5 6 7 8

◎ 歯冠修復保健工学実習(前装冠・インプラント上部構造Ⅱ) 1 1

◎ 歯冠修復保健工学実習 1 1

◎ 有床義歯保健工学(全部床義歯) 2 2

◎ 有床義歯保健工学(部分床義歯) 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習(全部床義歯) 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習(部分床義歯) 2 2

◎ 有床義歯保健工学実習(アナプラストロジーⅠ) 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習(アナプラストロジーⅡ) 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習(インプラント上部構造) 1 1

◎ 有床義歯保健工学実習 1 1

◎ 審美歯科学 1 1

◎ メディカルデザイン工学実習 1 1

◎ オーラルプロセス工学実習 1 1

◎ 口腔保健工学臨床的実習 13 1 6 6

◎ メディカルデザイン工学Ⅰ 1 1

◎ メディカルデザイン工学Ⅱ 1 1

◎ 災害医療・歯科法医学 1 1

◎ 摂食・嚥下リハビリテーション学 1 1

◎ 卒業研究 9 6 2 1

夏季特別実習 1 1

◎ リサーチスタートアップ 1

◎ 実践専門英語 2 2

113 2 6 28 17 24 15 9 12

（注）　◎は必修科目を示す。

口腔工学プログラム　卒業要件単位数　155単位以上

教養教育科目 専門教育科目

　平和科目  2単位 　専門基礎科目  23単位以上

　大学教育基礎科目  4単位 　専門科目  90単位以上

　共通科目

領域科目  8単位

外国語科目

　英語  6単位

　初修外国語  4単位

情報科目  2単位

健康スポーツ科目  2単位

　基盤科目 14単位

教養教育科目小計 42単位以上 専門教育科目小計 113単位以上

備　　考1 2 3 4
区
分

科目
区分

専

門

教

育

科

目

専

門

科

目

1

合 計

最低修得
単位数

学年・セメスター別履修単位数

授　業　科　目
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修
に

つ
い

て
 

 
 

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
別

表
第

1(
以

下
「

別
表

第
1」

と
い

う
。

)及
び

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
別

表
 

 
第

2(
以

下
「

別
表

第
2」

と
い

う
。

)で
定

め
る

卒
業

要
件

単
位

の
う

ち
，
第

1
年

次
に

次
の

単
位

を
修

 
 

得
し

な
け

れ
ば

，
第

2
年

次
の

専
門

教
育

科
目

の
授

業
科

目
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
 

大
学

教
育

基
礎

科
目

 
 

 
教

養
ゼ

ミ
 

2
単

位
 

 
共

通
科

目
 

 
 

外
国

語
科

目
 

7
単

位
(コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

は
含

ま
な

い
。

) 
 

 
領

域
科

目
，

情
報

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
及

び
健

康
ス

ポ
ー

ツ
科

目
 

4
単

位
 

 
基

盤
科

目
 

 
 

必
修

科
目

 
6
単

位
 

 
 

選
択

必
修

科
目

 
4
単

位
 

 
専

門
教

育
科

目
 

 
 

解
剖

学
 

2
単

位
 

 
 

解
剖

学
実

習
Ⅰ

 
2
単

位
 

 
 

解
剖

学
実

習
Ⅱ

 
2
単

位
 

3 
第

2
年

次
か

ら
第

5
年

次
の

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

 
 

別
表

第
2
で

定
め

る
卒

業
要

件
単

位
の

う
ち

，
各

年
次

で
修

得
す

べ
き

授
業

科
目

の
単

位
が

未
修

得
 

 
の

場
合

は
，

次
年

次
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

4 
特

別
試

験
に

つ
い

て
 

 
(1

) 
各

年
次

で
修

得
す

べ
き

授
業

科
目

の
不

足
数

が
4
科

目
以

内
の

場
合

は
，
広

島
大

学
大

学
院

医
系

 
 

 
科

学
研

究
科

の
歯

学
部

併
任

の
教

員
及

び
広

島
大

学
病

院
の

歯
科

領
域

の
専

任
の

教
員

に
限

り
，

学
 

 
 

年
末

に
特

別
試

験
を

行
う

こ
と

が
あ

る
。

 
 

(2
) 

特
別

試
験

の
成

績
評

価
は

，
可

又
は

不
可

と
す

る
。

 
5 

臨
床

実
習

の
履

修
に

つ
い

て
 

 
 

第
5
年

次
第

2
タ

ー
ム

ま
で

に
所

定
の

単
位

を
修

得
し

て
い

な
い

場
合

は
，
臨

床
実

習
を

履
修

す
る

 
 

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

－
2
6
－



 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
口

腔
健

康
科

学
科

に
お

け
る

既
修

得
単

位
等

の
認

定
の

取
扱

い
 

 1 
こ

の
取

扱
い

は
，
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

(平
成

16
年

7
月

28
日

学
部

長
決

裁
)の

規
定

に
基

づ
き

，
 

 
広

島
大

学
歯

学
部

口
腔

健
康

科
学

科
に

お
け

る
既

修
得

単
位

等
の

認
定

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

 
 

も
の

と
す

る
。

 
2 

1
年

次
入

学
生

に
つ

い
て

は
，
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

１
)に

基
づ

く
科

目
区

分
 

 
ご

と
に

認
定

で
き

る
単

位
数

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 
 

(1
) 

大
学

教
育

基
礎

科
目

 
0
単

位
 

 
(2

) 
共

通
科

目
 

 
 

 
 

領
域

科
目

 
 

 
 

 
 

口
腔

保
健

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
8
単

位
以

内
 

 
 

 
 

 
口

腔
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
2
単

位
以

内
 

 
 

 
 

外
国

語
科

目
 

10
単

位
以

内
 

 
 

 
 

 
英

語
 

6
単

位
以

内
 

 
 

 
 

 
初

修
外

国
語

 
4
単

位
以

内
 

 
 

 
 

情
報

科
目

 
2
単

位
以

内
 

 
 

 
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

 
2
単

位
以

内
 

 
(3

) 
基

盤
科

目
 

 
 

 
 

口
腔

保
健

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
8
単

位
以

内
 

 
 

 
 

口
腔

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

14
単

位
以

内
 

 
(4

) 
上

記
に

か
か

わ
ら

ず
，
広

島
大

学
で

修
得

し
た

単
位

に
つ

い
て

は
，
大

学
教

育
基

礎
科

目
4
単

位
 

 
 

及
び

平
和

科
目

2
単

位
を

認
定

で
き

る
。

 －
2
5
－

○
広

島
大

学
歯

学
部

歯
学

科
に

お
け

る
既

修
得

単
位

等
の

認
定

の
取

扱
い

1 
こ

の
取

扱
い

は
，

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
(平

成
16

年
7
月

28
日

学
部

長
決

裁
)に

基
づ

き
，

広
島

 
大

学
歯

学
部

歯
学

科
に

お
け

る
既

修
得

単
位

等
の

認
定

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

2 
1
年

次
入

学
生

に
つ

い
て

は
，

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
教

育
課

程
表

(別
表

第
1)
に

基
づ

く
科

目
区

分
 

ご
と

に
認

定
で

き
る

単
位

数
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。

(1
)

大
学

教
育

基
礎

科
目

 
0
単

位

(2
)

共
通

科
目

領
域

科
目

 
8
単

位
以

内

外
国

語
科

目
 

10
単

位
以

内
 

英
語

 
6
単

位
以

内
 

初
修

外
国

語
 

4
単

位
以

内
 

情
報

科
目

 
2
単

位
以

内
 

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

 
2
単

位
以

内
 

(3
)

基
盤

科
目

 
10

単
位

以
内

(4
)

上
記

に
か

か
わ

ら
ず

，
広

島
大

学
で

修
得

し
た

単
位

に
つ

い
て

は
，
大

学
教

育
基

礎
科

目
4
単

位

及
び

平
和

科
目

2
単

位
を

認
定

で
き

る
。

－
2
4
－

 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
歯

学
科

教
育

課
程

の
履

修
方

法
に

つ
い

て
 

 1  
こ

の
取

扱
い

は
，
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

(平
成

16
年

7
月

28
日

学
部

長
決

裁
)の

規
定

に
基

づ
き

，
 

 
広

島
大

学
歯

学
部

歯
学

科
の

履
修

方
法

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

第
1
年

次
の

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

 
 

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
別

表
第

1(
以

下
「

別
表

第
1」

と
い

う
。

)及
び

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
別

表
 

 
第

2(
以

下
「

別
表

第
2」

と
い

う
。

)で
定

め
る

卒
業

要
件

単
位

の
う

ち
，
第

1
年

次
に

次
の

単
位

を
修

 
 

得
し

な
け

れ
ば

，
第

2
年

次
の

専
門

教
育

科
目

の
授

業
科

目
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
 

大
学

教
育

基
礎

科
目

 
 

 
教

養
ゼ

ミ
 

2
単

位
 

 
共

通
科

目
 

 
 

外
国

語
科

目
 

7
単

位
(コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

演
習

は
含

ま
な

い
。

) 
 

 
領

域
科

目
，

情
報

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目
及

び
健

康
ス

ポ
ー

ツ
科

目
 

4
単

位
 

 
基

盤
科

目
 

 
 

必
修

科
目

 
6
単

位
 

 
 

選
択

必
修

科
目

 
4
単

位
 

 
専

門
教

育
科

目
 

 
 

解
剖

学
 

2
単

位
 

 
 

解
剖

学
実

習
Ⅰ

 
2
単

位
 

 
 

解
剖

学
実

習
Ⅱ

 
2
単

位
 

3 
第

2
年

次
か

ら
第

5
年

次
の

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

 
 

別
表

第
2
で

定
め

る
卒

業
要

件
単

位
の

う
ち

，
各

年
次

で
修

得
す

べ
き

授
業

科
目

の
単

位
が

未
修

得
 

 
の

場
合

は
，

次
年

次
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

4 
特

別
試

験
に

つ
い

て
 

 
(1

) 
各

年
次

で
修

得
す

べ
き

授
業

科
目

の
不

足
数

が
4
科

目
以

内
の

場
合

は
，
広

島
大

学
大

学
院

医
系

 
 

 
科

学
研

究
科

の
歯

学
部

併
任

の
教

員
及

び
広

島
大

学
病

院
の

歯
科

領
域

の
専

任
の

教
員

に
限

り
，

学
 

 
 

年
末

に
特

別
試

験
を

行
う

こ
と

が
あ

る
。

 
 

(2
)  

特
別

試
験

の
成

績
評

価
は

，
可

又
は

不
可

と
す

る
。

 
5 

臨
床

実
習

の
履

修
に

つ
い

て
 

 
 

第
5
年

次
第

2
タ

ー
ム

ま
で

に
所

定
の

単
位

を
修

得
し

て
い

な
い

場
合

は
，
臨

床
実

習
を

履
修

す
る

 
 

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

－
2
6
－

○
広

島
大

学
歯

学
部

口
腔

健
康

科
学

科
教

育
課

程
の

履
修

方
法

に
つ

い
て

1 
こ

の
扱

い
は

，
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

の
規

定
に

基
づ

き
，

広
島

大
学

歯
学

部
口

腔
健

康
科

学
科

の
 

履
修

方
法

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

2 
第

2
学

年
の

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

(1
)

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
教

育
課

程
表

(別
表

第
1)
に

定
め

る
卒

業
要

件
単

位
数

の
う

ち
，

第
3，

第
4
セ

メ
ス

タ
ー

開
講

の
科

目
以

外
で

未
習

得
の

科
目

の
あ

る
者

は
，
第

2
学

年
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

た
だ

し
，
不

合
格

科
目

が
2
科

目
以

内
で

，
第

2
学

年
以

降
に

履
修

の
見

込
み

が
あ

る
と

認
め

た
 

場
合

は
，

第
2
学

年
の

授
業

科
目

の
履

修
を

許
可

す
る

こ
と

が
あ

る
。

 
(2

)
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

1
及

び
別

表
第

2)
で

定
め

る
修

得
す

べ
き

授
業

科

目
の

う
ち

，
4
科

目
以

上
の

単
位

が
第

1
学

年
末

で
未

修
得

の
者

は
，

第
2
学

年
の

授
業

科
目

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

な
お

，
3
科

目
以

内
の

単
位

未
修

得
者

に
つ

い
て

は
，

履
修

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

3 
第

3
学

年
の

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
教

育
課

程
表

(別
表

第
1
及

び
別

表
第

2)
で

定
め

る
修

得
す

べ
き

授
業

科
目

 
の

う
ち

，
4
科

目
以

上
の

単
位

が
第

2
学

年
末

で
未

修
得

の
者

は
，

第
3
学

年
の

授
業

科
目

を
履

修
す

 
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

な
お

，
3
科

目
以

内
の

単
位

未
修

得
者

に
つ

い
て

は
，

履
修

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

4 
「

口
腔

保
健

衛
生

学
臨

床
・

臨
地

実
習

」
，
「

口
腔

保
健

工
学

臨
床

的
実

習
」

の
履

修
に

つ
い

て
 

第
3
学

年
の

第
5
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(広
島

大
学

歯
学

部
細

則
教

育
課

程
表

(別
表

第
 

1
及

び
別

表
第

2)
)を

未
修

得
の

者
は

，
第

6
セ

メ
ス

タ
ー

か
ら

始
ま

る
「

口
腔

保
健

衛
生

学
臨

床
・
臨

 
 

地
実

習
」
，
「

口
腔

保
健

工
学

臨
床

的
実

習
」

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

5 
第

4
学

年
の

履
修

に
つ

い
て

 
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

2)
に

定
め

る
第

3
学

年
ま

で
に

修
得

す
べ

き
授

業
科

 
目

の
単

位
を

未
習

得
の

者
は

，
第

4
学

年
の

「
口

腔
保

健
衛

生
学

臨
床

・
臨

地
実

習
」
又

は
「

口
腔

保
 

健
工

学
臨

床
的

実
習

」
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

6 
口

腔
保

健
学

専
攻

に
お

け
る

養
護

教
諭

一
種

免
許

取
得

に
必

要
な

授
業

科
目

の
履

修
に

つ
い

て
 

(1
)

口
腔

保
健

学
専

攻
の

学
生

は
，
口

腔
保

健
学

専
攻

教
育

課
程

の
必

修
科

目
に

加
え

て
，
別

表
「

養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

目
」

を
修

了
す

る
こ

と
に

よ
り

，
養

護
教

諭
一

種
免

許
を

取
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

(2
)

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

以
降

の
履

修
に

つ
い

て

①
第

5
セ

メ
ス

タ
ー

終
了

時
点

で
の

通
算

G
PA

が
，
原

則
55

以
上

で
な

け
れ

ば
，
別

表
「

養
護

教
諭

一
種

免
許

取
得

に
必

要
な

履
修

科
目

」
の

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

以
降

の
科

目
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

②
第

5
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(歯
学

部
細

則
教

育
課

程
表

(別
表

第
1
及

び
別

表
第

2)
及

び
別

表
「

養
護

教
諭

一
種

免
許

取
得

に
必

要
な

履
修

科
目

」
)を

未
修

得
の

者
は

，
別

表
「

養
護

－
2
7
－



 
 

 
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

目
」

の
第

6
セ

メ
ス

タ
ー

(※
)以

降
の

科
目

を
履

修
す

る
 

 
 

 
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

③
 

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

(※
)ま

で
の

単
位

)を
未

修
得

の
者

は
，「

基
礎

看
護

学
臨

床
実

習
(養

 
 

 
 

護
 

 
 

 
教

諭
)」

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

④
 

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

の
単

位
)を

未
修

得
の

者
は

，
第

7
セ

メ
ス

タ
ー

の
「

養
護

実
 

 
 

 
習

」
，
「

養
護

実
習

指
導

論
」

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

⑤
 

第
7
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
7
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

の
単

位
)を

未
修

得
の

者
は

，
第

8
セ

メ
ス

タ
ー

の
「

教
職

実
 

 
 

 
践

演
習

(養
護

教
諭

)」
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
 

 
 

 
た

だ
し

，
第

6
セ

メ
ス

タ
ー

開
講

の
「

教
職

に
関

す
る

科
目

」
は

除
く

。
 

7 
再

履
修

に
つ

い
て

 
 

 
不

合
格

科
目

は
，

再
履

修
が

原
則

で
あ

る
が

当
該

科
目

の
担

当
教

員
(兼

担
教

員
を

含
む

。
)の

指
導

 
 

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

8 
特

別
試

験
に

つ
い

て
 

 
 

こ
の

取
扱

い
2
及

び
3
に

よ
り

次
学

年
の

授
業

科
目

の
履

修
を

許
可

し
た

場
合

，
広

島
大

学
歯

学
部

 
 

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

2)
の

授
業

科
目

の
う

ち
当

該
不

合
格

科
目

に
つ

い
て

，
学

期
末

に
特

別
試

験
 

 
を

実
施

し
，
成

績
評

価
を

行
う

。
成

績
評

価
は

可
又

は
不

可
と

す
る

。
な

お
，
第

5
セ

メ
ス

タ
ー

の
科

 
 

目
に

つ
い

て
は

，
特

別
試

験
を

行
わ

な
い

。
 

 
 

な
お

，
各

科
目

の
特

別
試

験
は

原
則

と
し

て
年

1
回

の
み

実
施

す
る

。
 

9 
そ

の
他

 
 

 
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

2)
の

授
業

科
目

の
試

験
に

お
い

て
，
不

正
行

為
の

あ
っ

 
 

た
者

に
つ

い
て

は
，

厳
し

く
処

分
を

行
う

。
 －

2
8
－

授
業

科
目

単
位

数
必

要
単

位
数

履
修

セ
メ

ス
タ

ー
開

講
キ

ャ
ン

パ
ス

情
報

活
用

基
礎

2
1
セ

メ

情
報

活
用

演
習

2

領
域

科
目

日
本

国
憲

法
2

2
 
東

広
島

又
は

東
千

田

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
学

2

ス
ポ

ー
ツ

実
習

A
1

ス
ポ

ー
ツ

実
習

B
1

ス
ポ

ー
ツ

演
習

1

教
職

入
門

2
2

 
奇

数
年

は
霞

，
偶

数
年

は
東

千
田

教
育

の
思

想
と

原
理

2
2

 
奇

数
年

は
霞

，
偶

数
年

は
東

千
田

児
童

・
生

徒
の

発
達

と
学

習
2

2
 
奇

数
年

は
東

千
田

，
偶

数
年

は
霞

教
育

と
社

会
・

制
度

2
2

 
奇

数
年

は
東

千
田

，
偶

数
年

は
霞

教
育

課
程

論
2

2
 
奇

数
年

は
東

千
田

，
偶

数
年

は
霞

教
育

方
法

・
技

術
論

2
2

 
奇

数
年

は
霞

，
偶

数
年

は
東

千
田

道
徳

教
育

指
導

法
2

2
 
奇

数
年

に
霞

で
開

講

特
別

活
動

指
導

法
2

2
 
偶

数
年

に
東

千
田

で
開

講

生
徒

・
進

路
指

導
論

2
2

 
奇

数
年

に
霞

，
偶

数
年

は
東

千
田

教
育

相
談

2
2

 
奇

数
年

は
東

千
田

，
偶

数
年

は
霞

特
別

支
援

教
育

1
1

偶
数

年
に

霞
で

開
講

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法
1

1
奇

数
年

に
霞

で
開

講

養
護

実
習

指
導

論
1

７
セ

メ
 
霞

(
歯

学
部

)
で

開
講

養
護

実
習

4
7
，

8
セ

メ
 
広

島
大

学
の

附
属

学
校

で
実

習

教
職

実
践

演
習

(
養

護
教

諭
)

2
2

8
セ

メ
 
霞

(
歯

学
部

)
で

開
講

看
護

学
演

習
1

1
4
セ

メ

養
護

概
説

2
2

5
セ

メ

精
神

科
学

1
1

5
セ

メ

精
神

保
健

学
1

1
5
セ

メ

小
児

科
学

1
1

5
セ

メ

基
礎

看
護

学
臨

床
実

習
(
養

護
教

諭
)

1
1

6
セ

メ

学
校

保
健

演
習

Ⅰ
1

1
6
セ

メ

学
校

保
健

演
習

Ⅱ
1

1
6
セ

メ

健
康

相
談

1
1

6
セ

メ

看
護

学
Ⅲ

2
2

5
セ

メ

 
霞

(
歯

学
部

)
で

開
講

 
東

広
島

又
は

東
千

田

 
東

広
島

又
は

東
千

田

1
又

は
2
セ

メ

又
は

5

1
～

6
セ

メ

3
　

「
教

職
に

関
す

る
専

門
科

目
」

の
う

ち
，

霞
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
さ

れ
る

科
目

に
つ

い
て

は
，

1
年

次
も

履
修

で
き

る
。

　
　

東
千

田
キ

ャ
ン

パ
ス

で
開

講
さ

れ
る

科
目

に
つ

い
て

は
，

2
年

次
以

降
履

修
で

き
る

。

又
は

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
目

専   門   教   育   科   目

教 職 に 関 す る 専 門 科 目

情
報

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
科

目

2

専 　 門 　 科 　 目

1
　

口
腔

健
康

科
学

科
口

腔
保

健
学

専
攻

の
学

生
で

，
養

護
教

諭
免

許
の

単
位

を
取

得
し

よ
う

と
す

る
者

は
，

教
育

課
程

に
掲

げ
た

　
　

履
修

基
準

(
教

養
教

育
科

目
，

専
門

教
育

科
目

)
の

必
修

科
目

に
加

え
て

，
上

記
科

目
を

履
修

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

2
　

「
教

職
に

関
す

る
専

門
科

目
」

に
つ

い
て

は
，

霞
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

口
腔

健
康

科
学

科
生

用
の

集
中

講
義

で
開

講
し

，
東

千
田

キ
ャ

ン
　

　
パ

ス
で

は
法

学
部

及
び

経
済

学
部

夜
間

主
コ

ー
ス

生
用

の
集

中
講

義
で

開
講

す
る

。

別
表

(第
6
項

関
係

)

養
護

教
諭

一
種

免
許

取
得

に
必

要
な
履

修
科

目

(口
腔

健
康

科
学

科
口

腔
保

健
学

専
攻

)

科
目

区
分

教 養 教 育 科 目
2

 
 

 
○

外
国

の
研

修
機

関
に

お
け

る
語

学
研

修
の

単
位

認
定

に
関

す
る

内
規

 
  

(趣
旨

) 
第

1
条

 
こ

の
内

規
は

，
本

学
部

の
学

生
が

外
国

の
研

修
機

関
に

お
い

て
語

学
研

修
の

た
め

短
期

留
学

(私
 

 
費

の
場

合
も

含
む

。
)し

た
場

合
の

単
位

認
定

に
関

し
，

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(外

国
の

研
修

機
関

) 
第

2
条

 
外

国
の

研
修

機
関

は
大

学
，

大
学

附
属

施
設

又
は

本
学

部
に

お
い

て
認

め
た

機
関

と
す

る
。

 
 

(単
位

認
定

の
手

続
) 

第
3
条

 
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

研
修

機
関

，
研

修
内

容
，

研
修

期
間

に
つ

い
て

，
 

 
事

前
に

教
授

会
の

承
認

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2 
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

別
に

定
め

る
評

価
依

頼
状

及
び

評
価

表
に

よ
り

，
当

該
 

 
研

修
機

関
に

対
し

評
価

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

3 
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

帰
国

後
1
か

月
以

内
に

，
所

定
の

用
紙

に
評

価
表

を
添

 
 

え
て

単
位

の
認

定
を

願
い

出
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(単
位

の
認

定
) 

第
4
条

 
本

学
部

が
教

育
上

有
益

と
認

め
る

と
き

は
，
外

国
の

研
修

機
関

に
お

け
る

語
学

研
修

を
，
教

授
 

 
会

の
議

を
経

て
，

本
学

に
お

け
る

授
業

科
目

の
履

修
と

み
な

し
単

位
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

 
 

す
る

。
 

2 
認

定
で

き
る

単
位

数
は

，
4
単

位
ま

で
と

す
る

。
 

 
(研

修
の

総
時

間
数

) 
第

5
条

 
研

修
の

総
時

間
数

は
，

最
低

30
時

間
を

満
た

さ
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

 

－
3
0
－

－
2
9
－



 
 

 
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

目
」

の
第

6
セ

メ
ス

タ
ー

(※
)以

降
の

科
目

を
履

修
す

る
 

 
 

 
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

③
 

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

(※
)ま

で
の

単
位

)を
未

修
得

の
者

は
，「

基
礎

看
護

学
臨

床
実

習
(養

 
 

 
 

護
 

 
 

 
教

諭
)」

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

④
 

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
6
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

の
単

位
)を

未
修

得
の

者
は

，
第

7
セ

メ
ス

タ
ー

の
「

養
護

実
 

 
 

 
習

」
，
「

養
護

実
習

指
導

論
」

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

 
 

⑤
 

第
7
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

に
所

定
の

単
位

(別
表

「
養

護
教

諭
一

種
免

許
取

得
に

必
要

な
履

修
科

 
 

 
 

目
」
の

う
ち

第
7
セ

メ
ス

タ
ー

ま
で

の
単

位
)を

未
修

得
の

者
は

，
第

8
セ

メ
ス

タ
ー

の
「

教
職

実
 

 
 

 
践

演
習

(養
護

教
諭

)」
を

履
修

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
 

 
 

 
た

だ
し

，
第

6
セ

メ
ス

タ
ー

開
講

の
「

教
職

に
関

す
る

科
目

」
は

除
く

。
 

7 
再

履
修

に
つ

い
て

 
 

 
不

合
格

科
目

は
，

再
履

修
が

原
則

で
あ

る
が

当
該

科
目

の
担

当
教

員
(兼

担
教

員
を

含
む

。
)の

指
導

 
 

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

8 
特

別
試

験
に

つ
い

て
 

 
 

こ
の

取
扱

い
2
及

び
3
に

よ
り

次
学

年
の

授
業

科
目

の
履

修
を

許
可

し
た

場
合

，
広

島
大

学
歯

学
部

 
 

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

2)
の

授
業

科
目

の
う

ち
当

該
不

合
格

科
目

に
つ

い
て

，
学

期
末

に
特

別
試

験
 

 
を

実
施

し
，
成

績
評

価
を

行
う

。
成

績
評

価
は

可
又

は
不

可
と

す
る

。
な

お
，
第

5
セ

メ
ス

タ
ー

の
科

 
 

目
に

つ
い

て
は

，
特

別
試

験
を

行
わ

な
い

。
 

 
 

な
お

，
各

科
目

の
特

別
試

験
は

原
則

と
し

て
年

1
回

の
み

実
施

す
る

。
 

9 
そ

の
他

 
 

 
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

教
育

課
程

表
(別

表
第

2)
の

授
業

科
目

の
試

験
に

お
い

て
，
不

正
行

為
の

あ
っ

 
 

た
者

に
つ

い
て

は
，

厳
し

く
処

分
を

行
う

。
 －

2
8
－

 
 

 
○

外
国

の
研

修
機

関
に

お
け

る
語

学
研

修
の

単
位

認
定

に
関

す
る

内
規

 
  

(趣
旨

) 
第

1
条

 
こ

の
内

規
は

，
本

学
部

の
学

生
が

外
国

の
研

修
機

関
に

お
い

て
語

学
研

修
の

た
め

短
期

留
学

(私
 

 
費

の
場

合
も

含
む

。
) し

た
場

合
の

単
位

認
定

に
関

し
，

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(外

国
の

研
修

機
関

) 
第

2
条

 
外

国
の

研
修

機
関

は
大

学
，

大
学

附
属

施
設

又
は

本
学

部
に

お
い

て
認

め
た

機
関

と
す

る
。

 
 

(単
位

認
定

の
手

続
) 

第
3
条

 
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

研
修

機
関

，
研

修
内

容
，

研
修

期
間

に
つ

い
て

，
 

 
事

前
に

教
授

会
の

承
認

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

2  
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

別
に

定
め

る
評

価
依

頼
状

及
び

評
価

表
に

よ
り

，
当

該
 

 
研

修
機

関
に

対
し

評
価

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

3  
単

位
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

学
生

は
，

帰
国

後
1
か

月
以

内
に

，
所

定
の

用
紙

に
評

価
表

を
添

 
 

え
て

単
位

の
認

定
を

願
い

出
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(単
位

の
認

定
) 

第
4
条

 
本

学
部

が
教

育
上

有
益

と
認

め
る

と
き

は
，
外

国
の

研
修

機
関

に
お

け
る

語
学

研
修

を
，
教

授
 

 
会

の
議

を
経

て
，

本
学

に
お

け
る

授
業

科
目

の
履

修
と

み
な

し
単

位
を

与
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

 
 

す
る

。
 

2 
認

定
で

き
る

単
位

数
は

，
4
単

位
ま

で
と

す
る

。
 

 
(研

修
の

総
時

間
数

) 
第

5
条

 
研

修
の

総
時

間
数

は
，

最
低

30
時

間
を

満
た

さ
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

 

－
3
0
－

 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
に

基
づ

く
追

試
験

，
再

試
験

及
び

特
別

試
験

の
取

扱
い

 
 1  

こ
の

取
扱

い
は

，
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

（
平

成
16

年
７

月
28

日
学

部
長

決
裁

）
の

規
定

に
基

づ
 

 
き

，
広

島
大

学
歯

学
部

に
お

け
る

追
試

験
及

び
再

試
験

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

追
試

験
に

つ
い

て
 

 
 

追
試

験
の

受
験

回
数

は
1
回

と
し

，
当

該
学

生
が

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

事
由

が
消

滅
し

た
 

 
後

，
す

み
や

か
に

当
該

授
業

主
(又

は
責

任
)担

当
教

員
に

届
け

出
る

こ
と

。
届

出
が

あ
っ

た
も

の
に

対
 

 
し

て
は

，
追

試
験

を
行

う
こ

と
が

あ
る

。
追

試
験

が
認

め
ら

れ
た

場
合

，
当

該
授

業
主

(又
は

責
任

)担
 

 
当

教
員

が
そ

の
方

法
及

び
期

日
(た

だ
し

，
次

の
セ

メ
ス

タ
ー

開
始

ま
で

)に
つ

い
て

定
め

，
実

施
す

る
 

 
も

の
と

す
る

。
 

 
 

な
お

，
追

試
験

を
受

験
し

た
場

合
の

授
業

科
目

の
成

績
評

価
は

，
秀

，
優

，
良

，
可

及
び

不
可

の
5 

 
段

階
と

す
る

。
 

3 
再

試
験

に
つ

い
て

 
 

 
再

試
験

の
受

験
回

数
は

原
則

と
し

て
1
回

と
し

，
当

該
授

業
主

(又
は

責
任

)担
当

教
員

が
そ

の
方

法
 

 
及

び
期

日
に

つ
い

て
定

め
，
あ

ら
か

じ
め

歯
学

部
長

室
会

議
で

定
め

た
期

日
ま

で
に

行
う

も
の

と
す

る
。
 

 
 

な
お

，
再

試
験

を
受

験
し

た
場

合
の

授
業

科
目

の
成

績
評

価
は

，
可

及
び

不
可

の
2
段

階
と

す
る

。
 

4 
再

試
験

及
び

追
試

験
に

対
す

る
追

試
験

に
つ

い
て

 
 

 
再

試
験

及
び

追
試

験
に

対
す

る
追

試
験

は
行

わ
な

い
。

 
 

 
た

だ
し

，
再

試
験

及
び

追
試

験
実

施
日

に
，

広
島

大
学

歯
学

部
細

則
に

記
載

す
る

事
項

が
成

立
す

る
 

 
場

合
は

認
め

る
こ

と
が

あ
る

(実
施

手
続

き
は

上
記

2
項

に
準

ず
る

。
)。

 
5 

試
験

期
間

に
つ

い
て

 
 

 
科

目
試

験
(定

期
試

験
)は

，
次

の
期

間
に

行
う

。
 

 
 

 
原

則
，

講
義

最
終

日
の

翌
週

ま
で

 
 

 
追

試
験

・
再

試
験

は
，

次
の

期
間

に
行

う
。

 
 

 
 

前
期

：
原

則
8
月

中
の

あ
ら

か
じ

め
学

部
長

室
会

議
で

定
め

た
期

日
ま

で
 

 
 

 
後

期
：

原
則

2
月

中
の

あ
ら

か
じ

め
学

部
長

室
会

議
で

定
め

た
期

日
ま

で
 

6 
特

別
試

験
に

つ
い

て
 

 
 

広
島

大
学

歯
学

部
教

育
課

程
の

履
修

方
法

に
つ

い
て

定
め

た
条

件
を

満
た

し
た

場
合

は
，

特
別

試
験

 
 

を
行

う
。

 
 

 
歯

学
科

に
お

い
て

は
，

学
年

末
(原

則
3
月

中
の

あ
ら

か
じ

め
学

部
長

室
会

議
で

定
め

た
期

日
ま

で
) 

 
に

行
う

。
 

 
 

口
腔

健
康

科
学

科
に

お
い

て
は

，
第

2
学

年
，

第
3
学

年
の

前
期

末
(原

則
9
月

上
旬

の
あ

ら
か

じ
 

 
め

学
部

長
室

会
議

で
定

め
た

期
日

ま
で

)に
行

う
。

 
 

 
特

別
試

験
の

実
施

に
つ

い
て

は
，

当
該

授
業

主
(又

は
責

任
)担

当
教

員
が

そ
の

方
法

及
び

期
日

に
つ

 
 

い
て

定
め

る
。

特
別

試
験

に
対

す
る

追
試

験
・

再
試

験
は

行
わ

な
い

。
 

－
3
1
－

－
2
9
－



 
 

 
○

学
会

等
に

学
部

学
生

が
出

席
す

る
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

 第
1  

学
部

学
生

が
，

教
育

活
動

の
一

環
と

し
て

学
会

等
に

出
席

す
る

場
合

は
，

こ
の

取
扱

い
に

よ
る

も
 

 
の

と
す

る
。

 
第

2 
指

導
教

員
は

当
該

学
生

を
引

率
し

，
裁

量
権

を
も

つ
公

的
資

金
で

当
該

学
生

の
交

通
費

及
び

宿
泊

 
 

費
を

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 
第

3 
原

則
と

し
て

当
該

学
生

本
人

が
筆

頭
発

表
者

又
は

演
者

と
し

て
学

会
等

で
発

表
す

る
場

合
に

限
り

，
 

 
授

業
の

欠
席

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

第
4 

第
3
に

お
い

て
授

業
を

欠
席

さ
せ

る
場

合
は

，
指

導
教

員
が

欠
席

す
る

授
業

の
担

当
教

員
に

事
前

 
 

に
そ

の
旨

を
説

明
し

，
内

諾
を

得
る

も
の

と
す

る
。

 
第

5  
欠

席
し

た
授

業
は

，
レ

ポ
ー

ト
又

は
補

講
等

の
代

替
措

置
に

よ
り

，
授

業
の

担
当

教
員

の
判

断
で

 
 

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
第

6  
授

業
を

欠
席

し
た

場
合

は
，

学
会

等
終

了
後

速
や

か
に

そ
の

活
動

概
要

に
つ

い
て

担
当

教
員

へ
報

 
 

告
す

る
。

 

－
3
3
－

 
 

 
○

学
生

の
課

外
活

動
に

関
わ

る
授

業
及

び
試

験
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

 第
1  

課
外

活
動

の
た

め
，

専
門

教
育

科
目

の
授

業
又

は
試

験
の

欠
席

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

第
2 

授
業

又
は

試
験

を
欠

席
し

よ
う

と
す

る
学

生
は

，
当

該
課

外
活

動
の

顧
問

教
員

又
は

チ
ュ

ー
タ

ー
 

 
の

許
可

を
得

た
上

で
，

当
該

授
業

科
目

の
担

当
教

員
(以

下
「

担
当

教
員

」
と

い
う

。
)に

事
前

に
そ

の
 

 
旨

を
申

し
出

る
。

 
第

3 
担

当
教

員
は

，
申

し
出

に
基

づ
き

当
該

学
生

の
欠

席
の

可
否

に
つ

い
て

判
断

す
る

。
た

だ
し

，
実

 
 

習
科

目
に

つ
い

て
は

，
原

則
と

し
て

欠
席

を
認

め
な

い
。

 
第

4 
欠

席
し

た
授

業
は

，
レ

ポ
ー

ト
又

は
補

講
等

の
代

替
措

置
に

よ
り

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
が

で
き

 
 

る
。

 
第

5 
試

験
の

欠
席

を
認

め
た

場
合

は
，

追
試

験
に

よ
り

対
処

す
る

。
 

第
6 

当
該

学
生

は
，

欠
席

の
理

由
と

な
っ

た
課

外
活

動
の

終
了

後
，

速
や

か
に

そ
の

活
動

概
要

に
つ

い
 

 
て

担
当

教
員

へ
報

告
す

る
。

 
第

7 
課

外
活

動
の

た
め

の
授

業
及

び
試

験
の

日
時

変
更

は
，

原
則

と
し

て
行

わ
な

い
。

 

－
3
2
－



 
 

 
○

学
会

等
に

学
部

学
生

が
出

席
す

る
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

 第
1 

学
部

学
生

が
，

教
育

活
動

の
一

環
と

し
て

学
会

等
に

出
席

す
る

場
合

は
，

こ
の

取
扱

い
に

よ
る

も
 

 
の

と
す

る
。

 
第

2 
指

導
教

員
は

当
該

学
生

を
引

率
し

，
裁

量
権

を
も

つ
公

的
資

金
で

当
該

学
生

の
交

通
費

及
び

宿
泊

 
 

費
を

負
担

す
る

も
の

と
す

る
。

 
第

3 
原

則
と

し
て

当
該

学
生

本
人

が
筆

頭
発

表
者

又
は

演
者

と
し

て
学

会
等

で
発

表
す

る
場

合
に

限
り

，
 

 
授

業
の

欠
席

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

第
4 

第
3
に

お
い

て
授

業
を

欠
席

さ
せ

る
場

合
は

，
指

導
教

員
が

欠
席

す
る

授
業

の
担

当
教

員
に

事
前

 
 

に
そ

の
旨

を
説

明
し

，
内

諾
を

得
る

も
の

と
す

る
。

 
第

5 
欠

席
し

た
授

業
は

，
レ

ポ
ー

ト
又

は
補

講
等

の
代

替
措

置
に

よ
り

，
授

業
の

担
当

教
員

の
判

断
で

 
 

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
第

6 
授

業
を

欠
席

し
た

場
合

は
，

学
会

等
終

了
後

速
や

か
に

そ
の

活
動

概
要

に
つ

い
て

担
当

教
員

へ
報

 
 

告
す

る
。

 

－
3
3
－

 
 

 
○

歯
学

部
講

義
室

等
の

使
用

に
つ

い
て

 
  

(趣
旨

) 
第

1 
こ

の
取

扱
い

は
，
歯

学
部

の
次

の
講

義
室

等
の

使
用

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 
(1

) 
講

義
室

(1
，

2，
3，

4，
5，

6，
大

) 
 

(2
) 

実
習

室
(1
，

2，
3，

4)
 

 
(3

) 
デ

ン
タ

ル
ス

キ
ル

ス
ラ

ボ
(1
，

2，
3，

4)
 

 
(4

) 
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

室
(1

1，
12

，
13

，
14

，
21

，
22

，
31

，
32

，
41

，
42

) 
 

(5
) 

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ル
ー

ム
(1
，

2，
3，

4)
 

 
(6

) 
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

エ
リ

ア
 

 
(7

) 
多

目
的

室
 

 
(8

) 
グ

ル
ー

プ
学

習
室

(1
，

2，
3，

4，
5，

6)
 

 
(9

) 
更

衣
室

(2
07

，
20

8，
20

05
，

20
06

) 
2 

前
項

第
1
号

か
ら

第
5
号

ま
で

の
施

設
は

教
員

が
使

用
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

前
項

第
6
号

か
 

 
ら

第
9
号

ま
で

の
施

設
は

学
生

が
使

用
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 
 

(使
用

時
間

) 
第

2 
教

員
が

講
義

室
等

を
使

用
で

き
る

時
間

は
平

日
午

前
7
時

30
か

ら
午

後
10

時
ま

で
と

す
る

。
 

2 
学

生
が

前
条

第
1
項

第
8
号

及
び

9
号

に
定

め
る

施
設

を
使

用
で

き
る

時
間

は
平

日
午

前
7
時

30
分

 
 

か
ら

午
後

10
時

ま
で

，
前

条
第

1
項

第
6
号

に
定

め
る

施
設

を
使

用
で

き
る

時
間

は
平

日
午

前
7
時

 
 

30
分

か
ら

午
後

6
時

30
分

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
，

清
掃

時
間

帯
は

退
去

す
る

。
学

生
が

前
条

第
1 

 
項

第
1
号

か
ら

5
号

に
定

め
る

施
設

を
無

断
で

使
用

す
る

こ
と

は
許

可
し

な
い

。
た

だ
し

，
学

部
長

が
 

 
特

に
必

要
と

認
め

た
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

3 
前

条
第

7
号

の
施

設
の

使
用

時
間

等
は

，
別

に
定

め
る

。
 

 
(使

用
手

続
) 

第
3 

教
員

が
講

義
室

等
を

使
用

す
る

場
合

は
，
事

前
に

霞
地

区
運

営
支

援
部

学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

(以
下

 
 

「
担

当
窓

口
」

と
い

う
。

)に
電

話
等

で
使

用
状

況
を

確
認

し
予

約
す

る
。

 
2 

学
会
・
研

究
会

等
で

学
外

者
が

参
加

し
て

使
用

す
る

場
合

は
，

2
週

間
前

ま
で

に
広

島
大

学
施

設
等

一
 

 
時

使
用

申
請

書
を

担
当

窓
口

に
提

出
し

許
可

を
得

る
。

 
 

(鍵
の

授
受

) 
第

4 
講

義
室

等
の

解
錠

及
び

施
錠

は
使

用
者

が
行

う
。

た
だ

し
，

授
業

期
の

講
義

室
に

つ
い

て
は

平
日

 
 

午
前

７
時

30
分

か
ら

午
後

6
時

30
分

の
間

は
解

錠
及

び
施

錠
を

要
し

な
い

。
 

2 
講

義
室

等
の

鍵
は

霞
地

区
運

営
支

援
部

総
務

グ
ル

ー
プ

で
保

管
し

，
使

用
者

の
申

し
出

に
よ

り
そ

の
 

 
都

度
貸

与
す

る
。

た
だ

し
，

職
員

の
勤

務
時

間
外

に
使

用
す

る
場

合
の

鍵
の

授
受

は
，

防
災

セ
ン

タ
ー

 
 

と
す

る
。

 
 

(使
用

の
取

消
等

) 
第

5 
す

で
に

使
用

の
許

可
を

得
て

い
た

場
合

も
，

公
的

行
事

等
で

当
該

場
所

の
使

用
の

必
要

が
生

じ
た

 
 

場
合

は
，

使
用

条
件

の
変

更
又

は
使

用
許

可
の

取
り

消
す

こ
と

が
あ

る
。

 

－
3
4
－

 
 

 
○

学
生

の
課

外
活

動
に

関
わ

る
授

業
及

び
試

験
の

取
扱

い
に

つ
い

て
 

 第
1 

課
外

活
動

の
た

め
，

専
門

教
育

科
目

の
授

業
又

は
試

験
の

欠
席

を
許

可
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

第
2 

授
業

又
は

試
験

を
欠

席
し

よ
う

と
す

る
学

生
は

，
当

該
課

外
活

動
の

顧
問

教
員

又
は

チ
ュ

ー
タ

ー
 

 
の

許
可

を
得

た
上

で
，

当
該

授
業

科
目

の
担

当
教

員
(以

下
「

担
当

教
員

」
と

い
う

。
)に

事
前

に
そ

の
 

 
旨

を
申

し
出

る
。

 
第

3 
担

当
教

員
は

，
申

し
出

に
基

づ
き

当
該

学
生

の
欠

席
の

可
否

に
つ

い
て

判
断

す
る

。
た

だ
し

，
実

 
 

習
科

目
に

つ
い

て
は

，
原

則
と

し
て

欠
席

を
認

め
な

い
。

 
第

4 
欠

席
し

た
授

業
は

，
レ

ポ
ー

ト
又

は
補

講
等

の
代

替
措

置
に

よ
り

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
が

で
き

 
 

る
。

 
第

5 
試

験
の

欠
席

を
認

め
た

場
合

は
，

追
試

験
に

よ
り

対
処

す
る

。
 

第
6 

当
該

学
生

は
，

欠
席

の
理

由
と

な
っ

た
課

外
活

動
の

終
了

後
，

速
や

か
に

そ
の

活
動

概
要

に
つ

い
 

 
て

担
当

教
員

へ
報

告
す

る
。

 
第

7 
課

外
活

動
の

た
め

の
授

業
及

び
試

験
の

日
時

変
更

は
，

原
則

と
し

て
行

わ
な

い
。

 

－
3
2
－

 
(遵

守
事

項
) 

第
6 

使
用

条
件

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 
 

(1
)  

使
用

目
的

以
外

で
使

用
し

た
場

合
は

，
以

後
の

使
用

は
許

可
し

な
い

。
 

 
(2

) 
故

意
又

は
過

失
に

よ
り

施
設
・
備

品
等

を
破

損
，
汚

損
又

は
紛

失
し

た
時

は
，
そ

の
損

害
を

弁
償

 
 

 
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
(3

) 
講

義
室

等
の

使
用

後
は

消
灯

及
び

清
掃

を
行

い
，
現

状
復

帰
す

る
こ

と
。
現

状
復

帰
が

行
わ

れ
な

 
 

 
か

っ
た

場
合

は
，

以
後

の
使

用
を

許
可

し
な

い
。

室
内

に
放

置
さ

れ
た

私
物

は
廃

棄
す

る
。

 
 

(4
) 

第
1
第

1
項

第
6
号

か
ら

9
号

に
定

め
る

施
設

は
清

掃
業

者
に

よ
る

清
掃

を
毎

日
行

う
。
清

掃
時

 
 

 
間

帯
に

は
，

全
員

室
内

か
ら

退
去

す
る

。
指

定
場

所
以

外
に

放
置

さ
れ

た
私

物
は

定
期

的
に

廃
棄

す
 

 
 

る
。
第

1
第

1
項

第
1
号

か
ら

5
号

に
定

め
る

施
設

に
つ

い
て

は
，
清

掃
業

者
に

よ
る

清
掃

を
定

期
 

 
 

的
に

行
う

。
 

 
(5

) 
講

義
室

等
で

の
水

分
補

給
は

，
蓋

付
容

器
に

入
っ

た
飲

料
以

外
は

許
可

し
な

い
。
講

義
室

等
で

の
 

 
 

食
事

は
許

可
し

な
い

。
第

1
第

1
項

第
1
号

及
び

6
号

に
定

め
る

施
設

に
お

け
る

授
業

時
間

外
の

軽
 

 
 

食
は

許
可

す
る

。
 

 
(6

) 
本

規
則

を
遵

守
し

な
い

者
，

管
理

者
の

指
示

に
従

わ
な

い
者

は
，

以
後

の
使

用
を

許
可

し
な

い
。
 

－
3
5
－



 
 

 
○

歯
学

部
期

末
試

験
実

施
要

項
 

 1 
試

験
期

日
に

つ
い

て
 

 
 

試
験

は
，

原
則

と
し

て
学

期
末

に
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

，
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

臨
時

に
こ

 
 

れ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

試
験

実
施

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

学
生

証
を

机
上

に
置

い
て

受
験

す
る

こ
と

｡
 

 
 

 
学

生
証

を
持

参
し

て
い

な
い

場
合

は
受

験
で

き
な

い
の

で
，

学
生

支
援

室
で

受
験

証
明

書
を

発
行

 
 

 
し

て
も

ら
う

こ
と

｡
 

 
(2

) 
監

督
者

は
，

試
験

開
始

後
，

受
験

者
の

確
認

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(3

) 
試

験
時

間
の

3
分

の
1
以

上
遅

刻
し

た
場

合
は

，
受

験
を

認
め

な
い

｡
 

 
(4

) 
試

験
開

始
後

30
分

経
過

す
る

ま
で

は
，

退
室

で
き

な
い

｡
 

 
(5

)  
答

案
用

紙
は

，
試

験
室

外
へ

持
ち

出
す

こ
と

は
で

き
な

い
｡
 

 
(6

) 
試

験
時

間
中

は
，

他
の

受
験

者
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
｡
 

3 
試

験
監

督
者

に
つ

い
て

 
 

(1
)  

原
則

と
し

て
当

該
授

業
担

当
教

員
が

監
督

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(2

) 
受

験
者

の
数

に
応

じ
，

適
宜

試
験

監
督

者
を

定
め

て
監

督
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
4 

不
正

行
為

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

期
末

試
験

に
お

い
て

不
正

行
為

を
行

っ
た

場
合

は
，
今

期
履

修
し

て
い

る
全

て
の

専
門

的
教

育
科

 
 

 
目

の
評

価
を
「

不
可

」
と

す
る

と
と

も
に

，
広

島
大

学
学

生
懲

戒
指

針
（

平
成

11
年

 5
月

11
日

制
 

 
 

定
）

に
基

づ
き

懲
戒

処
分

を
行

う
｡
 

 
(2

) 
不

正
行

為
の

疑
義

が
あ

る
場

合
は

，
複

数
の

監
督

者
で

確
認

す
る

。
確

認
の

結
果

，
不

正
行

為
と

 
 

 
判

断
さ

れ
る

場
合

は
，
そ

の
受

験
者

の
受

験
を

直
ち

に
取

り
止

め
さ

せ
，
退

出
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(3
) 

監
督

者
は

，
試

験
終

了
後

，
受

験
者

本
人

と
の

間
で

不
正

行
為

に
か

か
わ

る
事

実
関

係
を

確
認

す
 

 
 

る
も

の
と

す
る

。
そ

の
際

，
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

は
必

ず
こ

の
作

業
に

加
わ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(4

) 
監

督
者

は
，
受

験
者

が
不

正
行

為
の

事
実

を
認

め
た

場
合

，
受

験
者

の
学

生
番

号
，
氏

名
，
不

正
 

 
 

行
為

の
態

様
・
時

間
及

び
監

督
者

の
取

っ
た

措
置

等
を

作
成
（

以
下
「

確
認

書
」
と

い
う

。
）
し

，
当

 
 

 
該

受
験

者
に

確
認

さ
せ

た
上

で
署

名
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(5
) 

当
該

授
業

科
目

の
担

当
教

員
は

，
当

該
不

正
行

為
に

つ
い

て
，
確

認
書

に
よ

り
歯

学
部

長
へ

報
告

 
 

 
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(6

)  
歯

学
部

長
室

会
議

に
お

い
て

不
正

行
為

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
，
当

該
学

生
の

当
該

期
に

受
講

し
 

 
 

て
い

る
全

て
の

専
門

的
授

業
科

目
の

評
価

を
不

可
と

す
る

。
 

－
3
6
－

  
放

送
大

学
と

の
単

位
互

換
に

つ
い

て
（

申
合

せ
）

 

 

 
歯

学
部

の
学

生
が

，
放

送
大

学
で

履
修

し
た

授
業

科
目

，
及

び
履

修
し

た
単

位
を

以
下

の
と

お
り

取
り

扱
う

。
 

１
．

履
修

で
き

る
授

業
科

目
の

範
囲

に
つ

い
て

 

 
 

放
送

大
学

で
開

講
さ

れ
る

す
べ

て
の

授
業

科
目

の
履

修
を

認
め

る
。

 

２
．

認
定

単
位

数
に

つ
い

て
 

  
 

放
送

大
学

で
履

修
し

た
単

位
は

既
修

得
単

位
の

一
部

と
見

な
し

，
認

定
で

き
る

単
位

数
は

「
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

第
14

条
に

基
づ

く
歯

学
科

又
は

口
腔

健
康

科
学

科
に

お
け

る
既

修
得

単
位

等
の

認
定

の
取

扱
い

」
を

適
用

す
る

。
た

だ
し

，
語

学
の

認
定

単
位

数
は

１
単

位
と

し
て

認
定

し
（

放
送

大
学

は

２
単

位
）
，

単
位

認
定

の
申

請
は

随
時

可
能

と
す

る
。

 

－
3
7
－

歯
学

部
生

の
東

千
田

キ
ャ

ン
パ

ス
開

設
授

業
科

目
の

受
講

に
つ

い
て

 

  

   （
注

１
）

可
は

，
当

該
科

目
を

受
講

で
き

る
こ

と
を

示
す

。
 

（
注

２
）

転
学

部
生

に
つ

い
て

は
，

２
年

次
生

と
同

じ
扱

い
と

す
る

。
 

 

（
注

３
）

学
生

へ
の

指
示

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

）
は

当
該

学
部

で
行

う
。

 

（
注

４
）

平
成

２
８

年
度

か
ら

適
用

す
る

。
 

 

対
象

学
部

・
学

科
 

夜
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
す
る
授
業
科
目
 
昼

間
授

業
時

間
帯

に
 

開
設

す
る

授
業

科
目
 

備
 
考
 

外
国

語
科

目
 
外

国
語

科
目

以
外

の
 

教
養

教
育

科
目
 

歯
 

 

学
 

 

部
 

全
 

学
 

科
 

１
年

次
生

 
不

可
 

不
可

 
可

 
 

 

全
 

学
 

科
 

２
年

次
生

以
上

 
可

 
可

 
可

 
 

 

－
3
8
－



 
 

 
○

歯
学

部
期

末
試

験
実

施
要

項
 

 1 
試

験
期

日
に

つ
い

て
 

 
 

試
験

は
，

原
則

と
し

て
学

期
末

に
行

う
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

，
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

臨
時

に
こ

 
 

れ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 
2 

試
験

実
施

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

学
生

証
を

机
上

に
置

い
て

受
験

す
る

こ
と

｡
 

 
 

 
学

生
証

を
持

参
し

て
い

な
い

場
合

は
受

験
で

き
な

い
の

で
，

学
生

支
援

室
で

受
験

証
明

書
を

発
行

 
 

 
し

て
も

ら
う

こ
と

｡
 

 
(2

) 
監

督
者

は
，

試
験

開
始

後
，

受
験

者
の

確
認

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(3

) 
試

験
時

間
の

3
分

の
1
以

上
遅

刻
し

た
場

合
は

，
受

験
を

認
め

な
い

｡
 

 
(4

) 
試

験
開

始
後

30
分

経
過

す
る

ま
で

は
，

退
室

で
き

な
い

｡
 

 
(5

) 
答

案
用

紙
は

，
試

験
室

外
へ

持
ち

出
す

こ
と

は
で

き
な

い
｡
 

 
(6

) 
試

験
時

間
中

は
，

他
の

受
験

者
に

迷
惑

の
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
｡
 

3 
試

験
監

督
者

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

原
則

と
し

て
当

該
授

業
担

当
教

員
が

監
督

を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
(2

) 
受

験
者

の
数

に
応

じ
，

適
宜

試
験

監
督

者
を

定
め

て
監

督
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 
4 

不
正

行
為

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

期
末

試
験

に
お

い
て

不
正

行
為

を
行

っ
た

場
合

は
，
今

期
履

修
し

て
い

る
全

て
の

専
門

的
教

育
科

 
 

 
目

の
評

価
を
「

不
可

」
と

す
る

と
と

も
に

，
広

島
大

学
学

生
懲

戒
指

針
（

平
成

11
年

 5
月

11
日

制
 

 
 

定
）

に
基

づ
き

懲
戒

処
分

を
行

う
｡
 

 
(2

) 
不

正
行

為
の

疑
義

が
あ

る
場

合
は

，
複

数
の

監
督

者
で

確
認

す
る

。
確

認
の

結
果

，
不

正
行

為
と

 
 

 
判

断
さ

れ
る

場
合

は
，
そ

の
受

験
者

の
受

験
を

直
ち

に
取

り
止

め
さ

せ
，
退

出
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(3
) 

監
督

者
は

，
試

験
終

了
後

，
受

験
者

本
人

と
の

間
で

不
正

行
為

に
か

か
わ

る
事

実
関

係
を

確
認

す
 

 
 

る
も

の
と

す
る

。
そ

の
際

，
当

該
授

業
科

目
の

担
当

教
員

は
必

ず
こ

の
作

業
に

加
わ

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(4

) 
監

督
者

は
，
受

験
者

が
不

正
行

為
の

事
実

を
認

め
た

場
合

，
受

験
者

の
学

生
番

号
，
氏

名
，
不

正
 

 
 

行
為

の
態

様
・
時

間
及

び
監

督
者

の
取

っ
た

措
置

等
を

作
成
（

以
下
「

確
認

書
」
と

い
う

。
）
し

，
当

 
 

 
該

受
験

者
に

確
認

さ
せ

た
上

で
署

名
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

 
 

(5
) 

当
該

授
業

科
目

の
担

当
教

員
は

，
当

該
不

正
行

為
に

つ
い

て
，
確

認
書

に
よ

り
歯

学
部

長
へ

報
告

 
 

 
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(6

) 
歯

学
部

長
室

会
議

に
お

い
て

不
正

行
為

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
，
当

該
学

生
の

当
該

期
に

受
講

し
 

 
 

て
い

る
全

て
の

専
門

的
授

業
科

目
の

評
価

を
不

可
と

す
る

。
 

－
3
6
－

  
放

送
大

学
と

の
単

位
互

換
に

つ
い

て
（

申
合

せ
）

 

 

 
歯

学
部

の
学

生
が

，
放

送
大

学
で

履
修

し
た

授
業

科
目

，
及

び
履

修
し

た
単

位
を

以
下

の
と

お
り

取
り

扱
う

。
 

１
．

履
修

で
き

る
授

業
科

目
の

範
囲

に
つ

い
て

 

 
 

放
送

大
学

で
開

講
さ

れ
る

す
べ

て
の

授
業

科
目

の
履

修
を

認
め

る
。

 

２
．

認
定

単
位

数
に

つ
い

て
 

  
 

放
送

大
学

で
履

修
し

た
単

位
は

既
修

得
単

位
の

一
部

と
見

な
し

，
認

定
で

き
る

単
位

数
は

「
広

島
大

学
歯

学
部

細
則

第
14

条
に

基
づ

く
歯

学
科

又
は

口
腔

健
康

科
学

科
に

お
け

る
既

修
得

単
位

等
の

認
定

の
取

扱
い

」
を

適
用

す
る

。
た

だ
し

，
語

学
の

認
定

単
位

数
は

１
単

位
と

し
て

認
定

し
（

放
送

大
学

は

２
単

位
）
，

単
位

認
定

の
申

請
は

随
時

可
能

と
す

る
。

 

－
3
7
－

歯
学

部
生

の
東

千
田

キ
ャ

ン
パ

ス
開

設
授

業
科

目
の

受
講

に
つ

い
て

 

  

   （
注

１
）

可
は

，
当

該
科

目
を

受
講

で
き

る
こ

と
を

示
す

。
 

（
注

２
）

転
学

部
生

に
つ

い
て

は
，

２
年

次
生

と
同

じ
扱

い
と

す
る

。
 

 

（
注

３
）

学
生

へ
の

指
示

（
ガ

イ
ダ

ン
ス

）
は

当
該

学
部

で
行

う
。

 

（
注

４
）

平
成

２
８

年
度

か
ら

適
用

す
る

。
 

 

対
象

学
部

・
学

科
 

夜
間
授
業
時
間
帯
に
開
設
す
る
授
業
科
目
 
昼

間
授

業
時

間
帯

に
 

開
設

す
る

授
業

科
目
 

備
 
考
 

外
国

語
科

目
 
外

国
語

科
目

以
外

の
 

教
養

教
育

科
目
 

歯
 

 

学
 

 

部
 

全
 

学
 

科
 

１
年

次
生

 
不

可
 

不
可

 
可

 
 

 

全
 

学
 

科
 

２
年

次
生

以
上

 
可

 
可

 
可

 
 

 

－
3
8
－

 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
学

位
授

与
の

判
定

基
準

及
び

卒
業

論
文

の
評

価
基

準
 

 1  
広

島
大

学
歯

学
部

で
は

，
学

位
授

与
方

針
(デ

ィ
プ

ロ
マ
・
ポ

リ
シ

ー
)に

基
づ

き
，
学

士
の

学
位

審
査

 
 

を
行

い
，
適

当
と

認
め

ら
れ

る
者

に
対

し
て

，
学

士
(歯

学
)又

は
学

士
(口

腔
健

康
科

学
)の

学
位

を
授

与
 

 
す

る
。

 
2 

口
腔

健
康

科
学

科
に

お
け

る
卒

業
論

文
の

評
価

は
，

次
に

定
め

る
評

価
基

準
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

 
 

と
と

も
に

，
関

連
す

る
科

目
の

成
績

評
価

基
準

に
含

め
る

。
 

 
(卒

業
論

文
の

評
価

基
準

) 
3 

論
文

の
審

査
項

目
 

 
(1

) 
当

該
専

門
領

域
に

お
け

る
学

士
と

し
て

の
基

礎
的

知
識

を
修

得
し

て
お

り
，
問

題
を

把
握

し
解

明
 

 
 

す
る

基
本

的
な

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

か
。

 
 

(2
) 

テ
ー

マ
の

設
定

が
学

士
と

し
て

妥
当

な
も

の
で

あ
り

，
論

文
作

成
に

あ
た

っ
て

の
問

題
意

識
が

明
 

 
 

確
で

あ
る

か
。

 
 

(3
) 

論
文

の
記

述
(本

文
，

図
，

表
，

引
用

な
ど

)が
適

切
で

あ
り

，
結

論
に

至
る

ま
で

論
理

構
成

に
 

 
 

な
っ

て
お

り
，

論
理

的
に

妥
当

な
結

論
が

導
か

れ
て

い
る

か
。

 
 

(4
)  

設
定

し
た

テ
ー

マ
に

際
し

て
，
適

切
な

調
査
・
実

験
方

法
，
あ

る
い

は
論

証
方

法
を

採
用

し
，
そ

 
 

 
れ

に
則

っ
て

具
体

的
な

分
析

・
考

察
が

な
さ

れ
て

い
る

か
。

 

－
3
9
－



 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

CB
T
に

関
す

る
申

合
せ

 
 第

1
条

 
こ

の
申

合
せ

は
，
本

学
部

の
共

用
試

験
歯

学
系

CB
T(

以
下
「

CB
T」

と
い

う
。

)に
関

し
必

要
 

 
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
第

2
条

 
CB

T
本

試
験

の
IR

T
標

準
ス

コ
ア

が
48

0
未

満
の

者
は

，
CB

T
再

試
験

を
受

験
す

る
も

の
と

 
 

す
る

。
 

第
3
条

 
CB

T
再

試
験

の
IR

T
標

準
ス

コ
ア

が
48

0
未

満
の

者
は

，
総

合
歯

科
医

療
学

の
単

位
を

与
え

 
 

な
い

。
 

第
4
条

 
第

2
条

に
か

か
わ

ら
ず

，
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

デ
ン

テ
ィ

ス
ト

認
定

ト
ラ

イ
ア

ル
期

間
に

お
い

て
 

 
は

，
第

2
条

に
該

当
し

，
ま

た
CB

T
本

試
験

の
正

答
率

が
70

％
未

満
の

者
の

み
再

試
験

の
対

象
と

す
 

 
る

。
 

第
5
条

 
第

3
条

に
か

か
わ

ら
ず

，
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

デ
ン

テ
ィ

ス
ト

認
定

ト
ラ

イ
ア

ル
期

間
に

お
い

て
 

 
は

，
第

3
条

に
該

当
し

，
ま

た
CB

T
再

試
験

の
正

答
率

が
70

％
未

満
の

者
に

は
総

合
歯

科
医

療
学

の
 

 
単

位
を

与
え

な
い

。
 

－
4
0
－

 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

O
SC

E
に

関
す

る
申

合
せ

 
 1  

こ
の

申
合

せ
は

，
本

学
部

の
共

用
試

験
歯

学
系

O
SC

E(
以

下
「

O
SC

E」
と

い
う

。
)に

関
し

必
要

 
 

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

2 
O

SC
E
の

得
点

率
が

60
％

未
満

又
は

概
略

評
定

3
点

未
満

の
者

は
，

再
教

育
を

行
う

。
 

3 
再

教
育

の
結

果
が

不
合

格
の

者
は

，
総

合
歯

科
医

療
学

の
単

位
を

与
え

な
い

。
 

－
4
1
－

 
 

 
○

講
座

配
属

制
の

マ
ッ

チ
ン

グ
方

法
と

学
生

発
表

会
に

つ
い

て
 

  
歯

学
科

コ
ー

ス
制

は
，

こ
れ

ま
で

「
最

先
端

歯
学

研
究

コ
ー

ス
」

と
「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」

の
2

コ
ー

ス
選

択
と

な
っ

て
い

ま
し

た
が

，
研

究
教

育
の

さ
ら

な
る

充
実

化
の

た
め

平
成

31
 年

度
か

ら
新

し

い
シ

ス
テ

ム
に

な
り

ま
す

。
 

 
こ

れ
ま

で
は

「
最

先
端

歯
学

研
究

コ
ー

ス
」

と
「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」

に
分

か
れ

た
上

で
，

さ
ら

に
基

礎
系

研
究

室
，
臨

床
系

研
究

室
の

う
ち

1
つ

に
配

属
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
，
新

シ
ス

テ
ム

で
は

2
コ

ー
ス

選
択

と
せ

ず
，
最

初
か

ら
全

研
究

室
の

う
ち

い
ず

れ
か

1
つ

に
所

属
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

，
配

属

研
究

室
の

選
択

が
簡

略
化

さ
れ

る
と

と
も

に
，

1
つ

の
研

究
室

で
一

貫
し

た
研

究
を

行
え

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 
従

来
，「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」
の

み
で

行
わ

れ
て

い
た

臨
床

歯
科

医
学

総
合

演
習

及
び

各
種

特
論

は
，

全
員

を
対

象
に

行
い

ま
す

。
一

方
，「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」
の

各
演

習
・
実

習
科

目
は

，
配

属
さ

れ
た

研
究

室
で

そ
れ

ぞ
れ

特
徴

の
あ

る
教

育
と

し
て

受
け

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

 1 
講

座
配

属
制

の
マ

ッ
チ

ン
グ

方
法

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

歯
学

研
究

特
論

(3
年

第
1
及

び
第

2
タ

ー
ム

)で
制

度
の

説
明

及
び

全
研

究
室

の
講

義
を

行
う

。
 

 
(2

) 
各

研
究

室
は

受
入

れ
可

能
最

大
人

数
及

び
国

際
歯

学
コ

ー
ス

学
生

の
Th

es
is

 研
究

の
受

入
れ

が
 

 
 

可
能

か
を

提
出

(原
則

最
少

1
名

と
す

る
。

) 
 

(3
) 

学
生

同
士

で
協

議
し

て
行

き
先

研
究

室
を

決
定

 
 

(4
) 

室
会

議
，

教
授

会
の

順
に

承
認

 
 2 

学
生

発
表

会
に

つ
い

て
 

 
(1

) 
口

頭
発

表
及

び
ポ

ス
タ

ー
発

表
(2

会
場

)で
進

行
 

 
(2

) 
1
グ

ル
ー

プ
2～

3
人

で
発

表
 

 
(3

) 
座

長
は

世
話

講
座

教
授

で
輪

番
制

と
す

る
。

 

－
4
2
－

成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
制
度
に
つ
い
て
 

 

本
学

で
は

，
厳
正

な
成

績
評

価
に

努
め

て
い

ま
す

が
，
学

生
へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

こ
と

を
通

じ
て

，
成
績

評
価

の
厳
正

さ
を

高
め

る
た

め
，
成

績
評
価

に
対

す
る

異
議

申
立

制
度

を
設

け
て

い
ま

す
。
申
立

て
を

行
う

場
合

は
，
次

の
手

順
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。
た
だ

し
，
理

由
・
根

拠
が

不
十

分
な

申
立

て
に

は
対

応
で

き
ま

せ
ん

の
で

注
意

し
て
く

だ
さ

い
。
 

 １
．

申
立

手
続
 

 
別

紙
の
「

成
績

評
価

に
対

す
る

異
議

申
立

書
」
に

必
要
事

項
を

記
入

し
，
学
業

成
績

証
明

書
を

添
付

の
上

，
該

当
科

目
の
開

講
学

部
・
研

究
科
等

の
担

当
事

務
窓

口
（
以

下
の
「

４
．
担

当
事
務

窓
口

一
覧

」
を

参
照
）
に

異
議

申
立

て
を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

 ２
．

申
立

期
間
 

 
各

学
部
・
研
究

科
等

が
定

め
る

当
該

科
目

の
正

式
な

成
績

発
表

日
か

ら
次

の
タ

ー
ム

の
履

修
登

録
期

間
終

了
日

ま
で

を
原
則

と
し

ま
す

。
 

 ３
．

申
立

へ
の
回

答
 

 
原

則
My

も
み

じ
の

掲
示

板
で

回
答

し
ま

す
の

で
，

確
認

を
怠

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
，

申
立

日
か

ら
2
週

間
以

内
に

回
答

が
な

い
場

合
は

，
担

当
事

務
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 

 ４
．

担
当

事
務
窓

口
一

覧
 

(
1)

 
教

養
教
育

科
目

 

・
教

育
推
進

グ
ル

ー
プ

 
教

養
教

育
担

当
 

【
総

合
科

学
部

事
務

棟
１

F
】
 

・
東

千
田
地

区
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）
 

※
法
学
部
・
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス
の
学
生
は
東
千
田
地
区
支
援
室
（
学
生
支
援
担
当
）
に
申
し
出
る
こ
と
。
 

 

(
2)

 
専

門
教
育

科
目

 

該
当

科
目
の

開
講

学
部

／
研

究
科

等
 

担
当

事
務
窓

口
 

総
合

科
学
部

／
総

合
科

学
研

究
科

 
総

合
科

学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

文
学

部
／
文

学
研

究
科
 

文
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

教
育

学
部
／

特
別

支
援

教
育

特
別

専
攻

科

／
教

育
学
研

究
科

 
教

育
学

研
究

科
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）
 

法
学

部
・
経

済
学

部
 
昼

間
コ
ー

ス
 

社
会

科
学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

社
会

科
学
研

究
科

 

（
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

専
攻

を
除

く
）

 

法
学

部
・
経

済
学

部
 
夜

間
主
コ

ー
ス
 

東
千

田
地
区

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

社
会

科
学
研

究
科

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

攻
 

理
学

部
／
理

学
研

究
科
 

理
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

先
端

物
質
科

学
研

究
科
 

先
端

物
質
科

学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

医
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
医

学
部

担
当
 

歯
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
歯

学
部

担
当
 

薬
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
薬

学
部

担
当
 

医
歯

薬
保
健

学
研

究
科
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
大

学
院

担
当
 

工
学

部
／
工

学
研

究
科
 

工
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

生
物

生
産
学

部
／

生
物

圏
科

学
研

究
科
 

生
物

圏
科
学

研
究

科
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）

 

国
際

協
力
研

究
科

 
国

際
協

力
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

法
務

研
究
科
 

東
千

田
地
区

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

国
際

セ
ン
タ

ー
 

国
際

交
流
グ

ル
ー

プ
 

【
学

生
プ

ラ
ザ

３
F
】
 

上
記

に
該
当

し
な

い
専

門
教

育
科

目
 
※

1
 

教
育

推
進
グ

ル
ー

プ
 

学
士

課
程

・
大

学
院

課
程

担
当
 

【
学

生
プ
ラ

ザ
３

F
】

 

※
1
 
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学
院
共
通
授
業
科
目
な
ど
，
国
際
セ
ン
タ
ー
以
外
の
セ
ン
タ
ー
等
が
開
講
す
る
専
門
教
育
科

目
を
示
す
。
 

 

－
4
3
－



 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

CB
T
に

関
す

る
申

合
せ

 
 第

1
条

 
こ

の
申

合
せ

は
，
本

学
部

の
共

用
試

験
歯

学
系

CB
T(

以
下
「

CB
T」

と
い

う
。

)に
関

し
必

要
 

 
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 
第

2
条

 
CB

T
本

試
験

の
IR

T
標

準
ス

コ
ア

が
48

0
未

満
の

者
は

，
CB

T
再

試
験

を
受

験
す

る
も

の
と

 
 

す
る

。
 

第
3
条

 
CB

T
再

試
験

の
IR

T
標

準
ス

コ
ア

が
48

0
未

満
の

者
は

，
総

合
歯

科
医

療
学

の
単

位
を

与
え

 
 

な
い

。
 

第
4
条

 
第

2
条

に
か

か
わ

ら
ず

，
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

デ
ン

テ
ィ

ス
ト

認
定

ト
ラ

イ
ア

ル
期

間
に

お
い

て
 

 
は

，
第

2
条

に
該

当
し

，
ま

た
CB

T
本

試
験

の
正

答
率

が
70

％
未

満
の

者
の

み
再

試
験

の
対

象
と

す
 

 
る

。
 

第
5
条

 
第

3
条

に
か

か
わ

ら
ず

，
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

デ
ン

テ
ィ

ス
ト

認
定

ト
ラ

イ
ア

ル
期

間
に

お
い

て
 

 
は

，
第

3
条

に
該

当
し

，
ま

た
CB

T
再

試
験

の
正

答
率

が
70

％
未

満
の

者
に

は
総

合
歯

科
医

療
学

の
 

 
単

位
を

与
え

な
い

。
 

－
4
0
－

 
 

 
○

広
島

大
学

歯
学

部
共

用
試

験
歯

学
系

O
SC

E
に

関
す

る
申

合
せ

 
 1 

こ
の

申
合

せ
は

，
本

学
部

の
共

用
試

験
歯

学
系

O
SC

E(
以

下
「

O
SC

E」
と

い
う

。
)に

関
し

必
要

 
 

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

2 
O

SC
E
の

得
点

率
が

60
％

未
満

又
は

概
略

評
定

3
点

未
満

の
者

は
，

再
教

育
を

行
う

。
 

3 
再

教
育

の
結

果
が

不
合

格
の

者
は

，
総

合
歯

科
医

療
学

の
単

位
を

与
え

な
い

。
 

－
4
1
－

 
 

 
○

講
座

配
属

制
の

マ
ッ

チ
ン

グ
方

法
と

学
生

発
表

会
に

つ
い

て
 

  
歯

学
科

コ
ー

ス
制

は
，

こ
れ

ま
で

「
最

先
端

歯
学

研
究

コ
ー

ス
」

と
「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」

の
2

コ
ー

ス
選

択
と

な
っ

て
い

ま
し

た
が

，
研

究
教

育
の

さ
ら

な
る

充
実

化
の

た
め

平
成

31
 年

度
か

ら
新

し

い
シ

ス
テ

ム
に

な
り

ま
す

。
 

 
こ

れ
ま

で
は

「
最

先
端

歯
学

研
究

コ
ー

ス
」

と
「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」

に
分

か
れ

た
上

で
，

さ
ら

に
基

礎
系

研
究

室
，
臨

床
系

研
究

室
の

う
ち

1
つ

に
配

属
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
，
新

シ
ス

テ
ム

で
は

2
コ

ー
ス

選
択

と
せ

ず
，
最

初
か

ら
全

研
究

室
の

う
ち

い
ず

れ
か

1
つ

に
所

属
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

，
配

属

研
究

室
の

選
択

が
簡

略
化

さ
れ

る
と

と
も

に
，

1
つ

の
研

究
室

で
一

貫
し

た
研

究
を

行
え

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

 
従

来
，「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」
の

み
で

行
わ

れ
て

い
た

臨
床

歯
科

医
学

総
合

演
習

及
び

各
種

特
論

は
，

全
員

を
対

象
に

行
い

ま
す

。
一

方
，「

臨
床

歯
科

医
学

コ
ー

ス
」
の

各
演

習
・
実

習
科

目
は

，
配

属
さ

れ
た

研
究

室
で

そ
れ

ぞ
れ

特
徴

の
あ

る
教

育
と

し
て

受
け

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

 1 
講

座
配

属
制

の
マ

ッ
チ

ン
グ

方
法

に
つ

い
て

 
 

(1
) 

歯
学

研
究

特
論

(3
年

第
1
及

び
第

2
タ

ー
ム

)で
制

度
の

説
明

及
び

全
研

究
室

の
講

義
を

行
う

。
 

 
(2

) 
各

研
究

室
は

受
入

れ
可

能
最

大
人

数
及

び
国

際
歯

学
コ

ー
ス

学
生

の
Th

es
is

 研
究

の
受

入
れ

が
 

 
 

可
能

か
を

提
出

(原
則

最
少

1
名

と
す

る
。

) 
 

(3
) 

学
生

同
士

で
協

議
し

て
行

き
先

研
究

室
を

決
定

 
 

(4
) 

室
会

議
，

教
授

会
の

順
に

承
認

 
 2  

学
生

発
表

会
に

つ
い

て
 

 
(1

) 
口

頭
発

表
及

び
ポ

ス
タ

ー
発

表
(2

会
場

)で
進

行
 

 
(2

) 
1
グ

ル
ー

プ
2～

3
人

で
発

表
 

 
(3

) 
座

長
は

世
話

講
座

教
授

で
輪

番
制

と
す

る
。

 

－
4
2
－

成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
制
度
に
つ
い
て
 

 

本
学

で
は

，
厳
正

な
成

績
評

価
に

努
め

て
い

ま
す

が
，
学

生
へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

こ
と

を
通

じ
て

，
成
績

評
価

の
厳
正

さ
を

高
め

る
た

め
，
成

績
評
価

に
対

す
る

異
議

申
立

制
度

を
設

け
て

い
ま

す
。
申
立

て
を

行
う

場
合

は
，
次

の
手

順
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。
た
だ

し
，
理

由
・
根

拠
が

不
十

分
な

申
立

て
に

は
対

応
で

き
ま

せ
ん

の
で

注
意

し
て
く

だ
さ

い
。
 

 １
．

申
立

手
続
 

 
別

紙
の
「

成
績

評
価

に
対

す
る

異
議

申
立

書
」
に

必
要
事

項
を

記
入

し
，
学
業

成
績

証
明

書
を

添
付

の
上

，
該

当
科

目
の
開

講
学

部
・
研

究
科
等

の
担

当
事

務
窓

口
（
以

下
の
「

４
．
担

当
事
務

窓
口

一
覧

」
を

参
照
）
に

異
議

申
立

て
を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

 ２
．

申
立

期
間
 

 
各

学
部
・
研
究

科
等

が
定

め
る

当
該

科
目

の
正

式
な

成
績

発
表

日
か

ら
次

の
タ

ー
ム

の
履

修
登

録
期

間
終

了
日

ま
で

を
原
則

と
し

ま
す

。
 

 ３
．

申
立

へ
の
回

答
 

 
原

則
My

も
み

じ
の

掲
示

板
で

回
答

し
ま

す
の

で
，

確
認

を
怠

ら
な

い
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
，

申
立

日
か

ら
2
週

間
以

内
に

回
答

が
な

い
場

合
は

，
担

当
事

務
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 

 ４
．

担
当

事
務
窓

口
一

覧
 

(
1)

 
教

養
教
育

科
目

 

・
教

育
推
進

グ
ル

ー
プ

 
教

養
教

育
担

当
 

【
総

合
科

学
部

事
務

棟
１

F
】
 

・
東

千
田
地

区
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）
 

※
法
学
部
・
経
済
学
部
夜
間
主
コ
ー
ス
の
学
生
は
東
千
田
地
区
支
援
室
（
学
生
支
援
担
当
）
に
申
し
出
る
こ
と
。
 

 

(
2)

 
専

門
教
育

科
目

 

該
当

科
目
の

開
講

学
部

／
研

究
科

等
 

担
当

事
務
窓

口
 

総
合

科
学
部

／
総

合
科

学
研

究
科

 
総

合
科

学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

文
学

部
／
文

学
研

究
科
 

文
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

教
育

学
部
／

特
別

支
援

教
育

特
別

専
攻

科

／
教

育
学
研

究
科

 
教

育
学

研
究

科
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）
 

法
学

部
・
経

済
学

部
 
昼

間
コ
ー

ス
 

社
会

科
学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

社
会

科
学
研

究
科

 

（
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

専
攻

を
除

く
）

 

法
学

部
・
経

済
学

部
 
夜

間
主
コ

ー
ス
 

東
千

田
地
区

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

社
会

科
学
研

究
科

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
専

攻
 

理
学

部
／
理

学
研

究
科
 

理
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

先
端

物
質
科

学
研

究
科
 

先
端

物
質
科

学
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

医
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
医

学
部

担
当
 

歯
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
歯

学
部

担
当
 

薬
学

部
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
薬

学
部

担
当
 

医
歯

薬
保
健

学
研

究
科
 

霞
地

区
学
生

支
援

グ
ル

ー
プ

 
大

学
院

担
当
 

工
学

部
／
工

学
研

究
科
 

工
学

研
究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

生
物

生
産
学

部
／

生
物

圏
科

学
研

究
科
 

生
物

圏
科
学

研
究

科
支

援
室

（
学

生
支

援
担

当
）

 

国
際

協
力
研

究
科

 
国

際
協

力
研

究
科

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

法
務

研
究
科
 

東
千

田
地
区

支
援

室
（

学
生

支
援

担
当

）
 

国
際

セ
ン
タ

ー
 

国
際

交
流
グ

ル
ー

プ
 

【
学

生
プ

ラ
ザ

３
F
】
 

上
記

に
該
当

し
な

い
専

門
教

育
科

目
 
※

1
 

教
育

推
進
グ

ル
ー

プ
 

学
士

課
程

・
大

学
院

課
程

担
当
 

【
学

生
プ
ラ

ザ
３

F
】

 

※
1
 
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学
院
共
通
授
業
科
目
な
ど
，
国
際
セ
ン
タ
ー
以
外
の
セ
ン
タ
ー
等
が
開
講
す
る
専
門
教
育
科

目
を
示
す
。
 

 

－
4
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－



  
成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
書

 
  

申
立
日
：
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

所
属
学
部
・
研
究
科
等
名
称

 
 

学
生
番
号

 
 

氏
名

 
 

 以
下
の
授
業
科
目
の
成
績
評
価
に
つ
い
て
異
議
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

 

開
講
年
度

 
 

講
義
コ
ー
ド

 
 

開
講
学
部
・
研
究
科
等

 
 

授
業
科
目
名

 
 

授
業
担
当
教
員
名

 
 

現
在
の
成
績
評
価

 
 

 

申
立
内
容
・
理
由

 

                  ※
本

申
立

書
と

併
せ

て
学

業
成

績
証

明
書

を
提

出
す

る
こ

と
。

 
※

回
答

は
，
原
則

M
y
も

み
じ
の

個
人

掲
示

に
よ

り
連

絡
す

る
。

 
※

申
立

日
か
ら

２
週

間
以

内
に

回
答

が
な

い
場

合
は

，
該

当
の

担
当

事
務

窓
口

に
連

絡
す

る
こ

と
。

 

別
紙

 

－
4
4
－

Ⅲ　諸　規　則



Ⅲ　諸　規　則





1/
1

ht
tp

://
ho

m
e.

hi
ro

sh
im

a-
u.

ac
.jp

/~
ho

uk
i/r

ei
ki

/in
de

x.
ht

m
－

4
5
－

M
y

10

H
iro

sh
im

a 
U

ni
ve

rs
ity

 R
eg

ul
at

io
ns

 (E
ng

lis
h 

V
er

si
on

co
ns

is
ts

 o
f t

ra
ns

la
tio

ns
 o

f v
ar

io
us

 H
U

 re
gu

la
tio

ns
 p

ub
lis

he
d 

in
 th

e 
H

U
 

St
ud

en
t H

an
db

oo
k 

th
at

 a
re

 re
la

te
d 

to
 o

ur
 in

te
rn

at
io

na
l s

tu
de

nt
s.

Th
e 

of
fic

ia
l t

ex
t o

f e
ac

h 
re

gu
la

tio
n 

is
 th

e 
Ja

pa
ne

se
 v

er
si

on
. A

s t
he

 E
ng

lis
h 

tra
ns

la
tio

n 
is

 p
ro

vi
de

d 
on

ly
 fo

r r
ef

er
en

ce
, i

f t
he

re
ar

e 
an

y 
di

sc
re

pa
nc

ie
s b

et
w

ee
n 

Ja
pa

ne
se

 a
nd

 E
ng

lis
h 

ve
rs

io
ns

, t
he

 Ja
pa

ne
se

 ta
ke

s p
re

ce
de

nc
e.

In
 th

e 
ev

en
t o

f a
ny

 c
ha

ng
e 

in
 th

e 
re

gu
la

tio
ns

, t
he

 d
oc

um
en

ts
 w

ill
 b

e 
up

da
te

d 
on

 a
 se

m
i-a

nn
ua

l b
as

is
.

ht
tp

://
ho

m
e.

hi
ro

sh
im

a-
u.

ac
.jp

/~
ho

uk
i/e

ng
lis

h-
ki

so
ku

/

(
)

<
 >

 

1/
1

ht
tp

s:
//m

om
iji

.h
iro

sh
im

a-
u.

ac
.jp

/m
om

iji
-to

p/
in

te
rn

at
io

na
l/r

eg
ul

at
io

ns
.h

tm
l

－
4
6
－





Ⅳ　教員・配置図





氏
名

職
名

所
属

・
配

属
講

座
等

吉
子

　
裕

二
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)硬

組
織

代
謝

生
物

学
南

崎
　
朋

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)硬

組
織

代
謝

生
物

学
河

野
　
尚

平
特

任
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)硬

組
織

代
謝

生
物

学

寺
山

　
隆

司
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)顎

顔
面

解
剖

学
内

部
　
健

太
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)顎

顔
面

解
剖

学

杉
田

　
誠

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
生

理
学

北
川

　
道

憲
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
生

理
学

宿
南

　
知

佐
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)生

体
分

子
機

能
学

藤
本

　
勝

巳
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)生

体
分

子
機

能
学

宮
内

　
睦

美
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
顎

顔
面

病
理

病
態

学
古

庄
　
寿

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
顎

顔
面

病
理

病
態

学

小
松

澤
　
均

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)細

菌
学

松
尾

　
美

樹
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)細

菌
学

吾
郷

　
由

希
夫

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)細

胞
分

子
薬

理
学

浅
野

　
智

志
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)細

胞
分

子
薬

理
学

兼
松

　
隆

特
任

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)細

胞
分

子
薬

理
学

加
藤

　
功

一
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)生

体
材

料
学

野
村

　
雄

二
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)生

体
材

料
学

平
田

　
伊

佐
雄

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)生

体
材

料
学

高
橋

　
一

郎
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)粘

膜
免

疫
学

飛
梅

　
圭

准
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)粘

膜
免

疫
学

藤
井

　
万

紀
子

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)国

際
歯

科
医

学
・
分

子
腫

瘍
学

栗
原

　
英

見
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

周
病

態
学

應
原

　
一

久
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

周
病

態
学

岡
信

　
愛

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)歯

周
病

態
学

加
治

屋
　
幹

人
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

周
病

態
学

佐
々

木
　
慎

也
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

周
病

態
学

水
野

　
智

仁
講

師
病

院
（
歯

）
歯

周
診

療
科

岩
田

　
倫

幸
助

教
病

院
（
歯

）
歯

周
診

療
科

松
田

　
真

司
助

教
病

院
（
歯

）
歯

周
診

療
科

岡
本

　
哲

治
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
虎

谷
　
茂

昭
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
小

泉
　
浩

一
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
角

　
健

作
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
浜

名
　
智

昭
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
吉

岡
　
幸

男
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)分

子
口

腔
医

学
・
顎

顔
面

外
科

学
林

堂
　
安

貴
講

師
病

院
（
歯

）
顎

・
口

腔
外

科
神

田
　
拓

助
教

病
院

（
歯

）
顎

・
口

腔
外

科
坂

上
　
泰

士
助

教
病

院
（
歯

）
顎

・
口

腔
外

科
谷

　
亮

治
助

教
病

院
（
歯

）
顎

・
口

腔
外

科
山

崎
　
佐

知
子

助
教

病
院

（
歯

）
顎

・
口

腔
外

科
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氏
名

職
名

所
属

・
配

属
講

座
等

武
知

　
正

晃
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
外

科
学

小
野

　
重

弘
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
外

科
学

多
田

　
美

里
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
外

科
学

鳴
瀬

　
貴

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
外

科
学

水
田

　
邦

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
外

科
学

東
川

　
晃

一
郎

講
師

病
院

（
歯

）
口

腔
顎

顔
面

再
建

外
科

島
末

　
洋

助
教

病
院

（
歯

）
口

腔
顎

顔
面

再
建

外
科

中
川

　
貴

之
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
顎

顔
面

再
建

外
科

二
宮

　
嘉

昭
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
顎

顔
面

再
建

外
科

福
井

　
暁

子
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
顎

顔
面

再
建

外
科

津
賀

　
一

弘
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

阿
部

　
泰

彦
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

吉
川

　
峰

加
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

吉
田

　
光

由
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

大
上

　
博

史
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

沖
　
佳

史
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

土
井

　
一

矢
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

牧
原

　
勇

介
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)先

端
歯

科
補

綴
学

久
保

　
隆

靖
講

師
病

院
（
歯

）
口

腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診

療
科

岡
崎

　
洋

平
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診

療
科

岡
田

　
信

輔
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診

療
科

森
　
隆

浩
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診

療
科

安
部

倉
　
仁

講
師

病
院

（
歯

）
咬

合
・
義

歯
診

療
科

森
田

　
晃

司
助

教
病

院
（
歯

）
咬

合
・
義

歯
診

療
科

保
田

　
啓

介
助

教
病

院
（
歯

）
咬

合
・
義

歯
診

療
科

谷
本

　
幸

太
郎

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)歯

科
矯

正
学

上
田

　
宏

准
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
矯

正
学

麻
川

　
由

起
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
矯

正
学

粟
田

　
哲

也
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
矯

正
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廣
瀬

　
尚

人
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教
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学
院

医
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科
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研
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科
（
歯

）
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科
矯
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病
院

（
歯

）
矯

正
歯

科
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友
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ド
ン
ス
ゴ
ッ
ト
　
リ
ヌ
ス
　
ゲ
ラ
ー
ル
ド
ゥ

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)歯

科
放

射
線

学
末

井
　
良

和
講

師
病

院
（
歯

）
歯

科
放

射
線

科
小

西
　
勝

助
教

病
院

（
歯

）
歯

科
放

射
線

科

柴
　
秀

樹
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

髄
生

物
学

芥
川

　
桂

一
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

髄
生

物
学

土
屋

　
志

津
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

髄
生

物
学

吉
田

　
和

真
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

髄
生

物
学

武
田

　
克

浩
講

師
病

院
（
歯

）
歯

科
保

存
診

療
科

西
藤

　
法

子
助

教
病

院
（
歯

）
歯

科
保

存
診

療
科

進
藤

　
智

助
教

病
院

（
歯

）
歯

科
保

存
診

療
科

－
4
8
－



氏
名

職
名

所
属

・
配

属
講

座
等

香
西

　
克

之
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)小

児
歯

科
学

光
畑

　
智

恵
子

准
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)小

児
歯

科
学

入
江

　
泰

正
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)小

児
歯

科
学

岩
本

　
優

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)小

児
歯

科
学

新
里

　
法

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)小

児
歯

科
学

櫻
井

　
薫

助
教

病
院

（
歯

）
小

児
歯

科
太

刀
掛

　
銘

子
助

教
病

院
（
歯

）
小

児
歯

科

入
舩

　
正

浩
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
麻

酔
学

清
水

　
慶

隆
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
麻

酔
学

土
井

　
充

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)歯

科
麻

酔
学

向
井

　
明

里
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)歯

科
麻

酔
学

吉
田

　
充

広
講

師
病

院
（
歯

）
歯

科
麻

酔
科

大
植

　
香

菜
助

教
病

院
（
歯

）
歯

科
麻

酔
科

太
田

　
耕

司
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)公

衆
口

腔
保

健
学

重
石

　
英

生
講

師
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)公

衆
口

腔
保

健
学

野
宗

　
万

喜
講

師
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)公

衆
口

腔
保

健
学

前
原

　
朝

子
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)公

衆
口

腔
保

健
学

内
藤

　
真

理
子

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学
鶴

田
　
圭

伊
子

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学
西

村
　
瑠

美
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学
杉

山
　
勝

特
任

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学
相

見
　
礼

子
特

任
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学
倉

脇
　
由

布
子

特
任

助
教

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
疫

学

竹
本

　
俊

伸
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
管

理
学

松
本

　
厚

枝
講

師
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
管

理
学

仁
井

谷
　
善

恵
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
保

健
管

理
学

加
来

　
真

人
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)生

体
構

造
・
機

能
修

復
学

下
江

　
宰

司
准

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)生

体
構

造
・
機

能
修

復
学

村
山

　
長

教
授

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)医

療
シ
ス
テ
ム
工

学
峯

　
裕

一
講

師
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)医

療
シ
ス
テ
ム
工

学

二
川

　
浩

樹
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
生

物
工

学
田

地
　
豪

准
教

授
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
(歯

学
)口

腔
生

物
工

学
笹

原
　
妃

佐
子

講
師

大
学

院
医

系
科

学
研

究
科

（
歯

）
(歯

学
)口

腔
生

物
工

学

加
藤

　
文

紀
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
医

系
科

学
研

究
科

(歯
)

林
　
幾

江
助

教
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
（
歯

）
医

系
科

学
研

究
科

(歯
)

岡
　
広

子
特

任
講

師
大

学
院

医
系

科
学

研
究

科
附

属
死

因
究

明
教

育
研

究
セ
ン
タ
ー

(歯
学

)附
属

死
因

究
明

教
育

研
究

セ
ン
タ
ー

河
口

　
浩

之
教

授
病

院
（
歯

）
口

腔
総

合
診

療
科

大
林

　
泰

二
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
総

合
診

療
科

西
　
裕

美
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
総

合
診

療
科

宗
永

　
修

一
助

教
病

院
（
歯

）
口

腔
総

合
診

療
科

岡
田

　
芳

幸
教

授
病

院
（
歯

）
障

害
者

歯
科

尾
田

　
友

紀
助

教
病

院
（
歯

）
障

害
者

歯
科

小
川

　
郁

子
講

師
病

院
口

腔
検

査
セ
ン
タ
ー

口
腔

検
査

セ
ン
タ
ー

北
川

　
雅

恵
助

教
病

院
口

腔
検

査
セ
ン
タ
ー

口
腔

検
査

セ
ン
タ
ー

新
谷

　
智

章
助

教
病

院
口

腔
検

査
セ
ン
タ
ー

口
腔

検
査

セ
ン
タ
ー

日
野

　
孝

宗
講

師
病

院
（
歯

）
広

島
大

学
歯

科
診

療
所

田
中

　
武

志
助

教
病

院
地

域
連

携
歯

科
医

療
部

医
療

情
報

室
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広島大学学章

 緑の色地は更生する清新な生命

を代表し，中央の学章はフェニッ

クスの葉を図案化したものである。

 これは，エジプト神話に出てく

る霊長フェニックスが，500 年生

きるとその巣に火をつけ，自分の

身を焼き灰の中から新たな生命を

もって蘇えるといわれる不死鳥で

あることになぞらえ，原子爆弾で

廃墟となった広島市に新たに生ま

れた本学を象徴した。
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